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[ 午前１０時００分開会 ] 

 

○議長（佐藤昇市）  皆さん、改めましておはようございます。 

 本日の定例議会を傍聴したい旨、日本工業経済新聞社の満川記者、また下野新聞の柴田

記者からの申し出がございました。 

 お諮りいたします。傍聴されることにご異議ありませんか。 

 

〔「異議なし」の声あり〕 

 

○議長（佐藤昇市）  異議なしと認めます。 

 それでは、ただいま出席している議員は１２名であります。定足数に達しておりますの

で、ただいまから平成３０年第１回南那須地区広域行政事務組合議会定例会を開会いたし

ます。 

 直ちに本日の会議を開きます。 

 ここで、議会開会に当たり、組合長の挨拶を求めます。組合長。 

 

〔 組合長 川俣純子 登壇 〕 

 

○組合長（川俣純子）  こんにちは。組合長に就任に当たりまして、一言ご挨拶申し上

げます。 

 昨年１０月の市長選挙におきまして、市民のご指示と厳粛なる付託を賜り、市政を担わ

せていただくことになりました、川俣純子でございます。 

 また、昨年１１月の南那須地区広域行政事務組合正副組合長会議におきまして、関係市

長の互選によりまして組合長として職務を遂行させていただくことになりました。組合の

発展に全力を尽くしてまいりたいと思いますので、何とぞよろしくお願いいたします。 

 さて、南那須地区広域行政事務組合は、昭和４７年の設立以来、南那須地区住民の生活

に密接に関係する事務事業を行っており、現在は住民の安心安全を守る消防、住民生活に

欠かすことのできないごみ処理、し尿処理、火葬、住民の生命と健康を守る病院といった

行政サービスを提供しております。今後もこれらの事業を継続し提供してまいる所存であ

りますが、そのために栃木県、那須烏山市、那珂川町と連携・協力が不可欠なものであり

ます。 

 議員各位におかれましても、今後の組合運営に当たりまして格別のご理解、ご協力を賜
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りますよう心からお願い申し上げて、組合長就任の挨拶とさせていただきます。どうぞよ

ろしくお願いいたします。（拍手） 

○議長（佐藤昇市）  以上で組合長の挨拶が終わりました。 

 本日の議事日程につきましては、事前配付のとおりであります。 

 これより議事日程に基づき議事に入ります。 

                                         

 

   ◎日程第１ 会議録署名議員の指名 

 

○議長（佐藤昇市）  日程第１ 会議録署名議員の指名を行います。本件については、

会議規則第１１８条の規定により、議長において指名いたします。 

 会議録署名議員に、 

          ５番 中山五男議員 

          ６番 大金市美議員の２名を指名いたします。 

                                         

 

   ◎日程第２ 会期の決定 

 

○議長（佐藤昇市）  日程第２ 会期の決定を議題といたします。 

 お諮りいたします。本定例会の会期は本日１日としたいと思いますが、これにご異議あ

りませんか。 

 

〔「異議なし」の声あり〕 

 

○議長（佐藤昇市）  異議なしと認めます。 

 よって、本定例会の会期は本日１日と決定いたしました。 

                                         

 

   ◎日程第３（議案第１号）南那須地区広域行政事務組合職員の育児休業等に関する

条例の一部改正について 

 

○議長（佐藤昇市）  日程第３（議案第１号）南那須地区広域行政事務組合職員の育児
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休業等に関する条例の一部改正についてを議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。組合長。 

 

〔 組合長 川俣純子 登壇 〕 

 

○組合長（川俣純子）  ただいま上程となりました、議案第１号 南那須地区広域行政

事務組合職員の育児休業等に関する条例の一部改正について、提案理由の説明を申し上げ

ます。 

 本案は、国家公務員の育児休業について、人事院規則の改正により、職員は、平成２９

年４月１日から、非常勤職員は平成２９年１０月１日から、育児休業の再度の取得、及び

期間の延長、並びに育児短時間勤務の再度の取得ができる特別の事情として、保育所等の

利用を希望し、申し込みを行っているが、定員に空きがないなどの理由で、当面の入所が

できないこと、いわゆる待機児童に係る事情が追加されたことに伴い、本組合の職員及び

非常勤職員の育児休業においても同様の扱いとするため、所要の改正を行うものでありま

す。 

 詳細につきましては、総務課長から説明させますので、何とぞ慎重審議の上、ご可決賜

りますようお願い申し上げます。提案理由の説明とさせていただきます。 

 

○議長（佐藤昇市）  総務課長。 

 

○総務課長（澤村雅彦）  それでは補足説明をさせていただきます。議案書の１ページ

の第２条第３号ア（イ）及び２ページの第２条の３の改正でございますが、後ほどご説明

を申し上げます第２条の４の規定を追加するためでございます。 

 次に、２ページから３ページをご覧ください。追加の第２条の４の規定は、非常勤職員

の育児休業の承認の対象となる子が１歳６カ月から２歳に達する日まで、育児休業をする

ことができる要件を追加するものでございます。 

 その要件の１つといたしまして、第１号では、非常勤職員またはその配偶者が、当該子

の１歳６カ月に達する日において育児休業をしている場合を定めるものでございます。要

件の２つ目といたしまして、第２号で、当該子の１歳６カ月到達日後の期間について育児

休業をすることが継続的な勤務のために必要と認められる場合として、規則で定める場合

に該当する場合を定めるものでございます。この規則で定める場合とは、その養育する１

歳６カ月から２歳に達するまでの子について、いわゆる、待機児童に係る事情により保育



4 

 

所に入れない場合や、配偶者が負傷、疾病等により入院した場合などでございます。 

 次に第３条は、育児休業は特別の事情がある場合を除いて１回限り利用でき、原則とし

て再度の取得はできないことになっており、例外といたしまして、再度の育児休業を取得

することができる特別の事情を規定しております。 

 第６号の改正は、現行では配偶者が負傷または疾病により入院したこと、配偶者と別居

したこと、その他の育児休業の終了時に予測することができなかった事実が生じたことに

よるものでありましたが、新たに、育児休業に係る子について、保育所、認定こども園、

または家庭的保育事業所等における保育の利用を希望し、申し込みを行っているが、当面

その実施が行われないこと、いわゆる待機児童に係る事情の規定を追加するものでござい

ます。 

 また、７号の改正は、先ほどご説明を申し上げました、第２条第４号の規定に該当する

場合につきましても、再度の取得を認めることとするためであります。 

 次に第４条は、育児休業の期間の延長に関する規定でございまして、育児休業の期間の

延長は、条例で定める特別の事情がある場合を除き、１回に限るものとされているところ

でございまして、この第４条では、１回延長した後、再度の期間の延長ができる特別の事

情が規定されております。 

 ここにも、先ほどの第３条第６号の改正と同様に、いわゆる待機児童に係る事情の規定

を追加するものでございます。 

 次に第１０条は、育児短時間勤務に関する規定でございます。育児短時間勤務とは、小

学校に入学するまで短時間勤務を利用できる制度でございまして、育児短時間勤務は、１

回終了いたしますと、その日の翌日から起算をいたしまして１年を経過しない場合、再度

の取得ができないことになっております。 

 この１０条では、１回終了した後、その日の翌日から起算して１年を経過しない場合で

も、再度の取得ができる特別の事情が規定されています。 

 ７号の現行では、配偶者が負傷または疾病により入院したこと、配偶者と別居したこと、

その他の育児短時間勤務の終了時に予測することができなかった事実が生じたことにより、

当該育児短時間勤務に係る子について、育児短時間勤務をしなければ、その養育に著しい

支障が生じることとなったことという特別の事情が規定されておりますが、先ほどの第３

条第６号の改正と同様に、いわゆる待機児童に係る事情の規定を追加するものでございま

す。 

 続きまして附則第３項の削除でございますが、国に準じて実施をしてまいりました、５

５歳を超える行政職給料表６級以上の職員の給料等の１.５％減額支給措置が、平成３０年
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３月３１日をもって廃止されることに伴い、当組合におきましても、附則の改正を行うも

のでございます。 

 以上で補足説明を終わります。 

 

○議長（佐藤昇市）  提案理由の説明が終わりました。これより質疑に入ります。質疑

はありませんか。 

 

〔「質疑なし」の声あり〕 

 

○議長（佐藤昇市）  質疑がないようですので、これで質疑を終わります。 

 これより討論に入ります。討論はありませんか。 

 

〔「討論なし」の声あり〕 

 

○議長（佐藤昇市）  討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

 これより採決いたします。 

 議案第１号 南那須地区広域行政事務組合職員の育児休業等に関する条例の一部改正に

ついては、原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

 

〔「異議なし」の声あり〕 

 

○議長（佐藤昇市）  異議なしと認めます。よって、議案第１号 南那須地区広域行政

事務組合職員の育児休業等に関する条例の一部改正については、原案のとおり可決いたし

ました。 

                                         

 

   ◎日程第４（議案第２号）南那須地区広域行政事務組合職員の給与に関する条例等

の一部改正について 

 

○議長（佐藤昇市）  日程第４（議案第２号）南那須地区広域行政事務組合職員の給与

に関する条例等の一部改正についてを議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。 組合長。 
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〔 組合長 川俣純子 登壇 〕 

 

○組合長（川俣純子）  ただいま上程となりました、議案第２号 南那須地区広域行政

事務組合職員の給与に関する条例等の一部改正について、提案理由の説明を申し上げます。 

 本案は、平成２９年８月の人事院勧告に基づき、国家公務員と同様に当組合職員の給料、

勤勉手当及び医師の初任給調整手当を引き上げるほか、国に準じて実施してまいりました、

５５歳を超える行政職給料表６級以上の職員の給料等の１.５％減額支給措置が、平成３０

年３月３１日をもって廃止されることに伴い、当組合におきましても関係する条例の改正

を行うものであります。 

 詳細につきましては、総務課長から説明させますので、何とぞ慎重審議の上、ご可決賜

りますようお願い申し上げ、提案理由の説明とさせていただきます。 

 

○議長（佐藤昇市）  総務課長。 

 

○総務課長（澤村雅彦）  それでは補足説明をさせていただきます。議案書の１ページ

をご覧ください。 

 まず、第１条の南那須地区広域行政事務組合職員の給与に関する条例の一部改正でござ

いますが、国に準じて、平均して０.２%の給与月額の引き上げなどを行うものでありまし

て、平成２９年４月１日に遡って適用することとしております。 

 条例の改正内容を申し上げたいと思います。まず第６条第４項は、給料の日割り計算に

関しての規定でありまして、休暇等条例第３条第４項を追加するものでございます。 

 次に第７条は、初任給調整手当の改正でありまして、那須南病院の常勤医師に支給して

おります手当の限度額を、月額３６万８,０００円から４００円引き上げ、限度額を３６万

８,４００円といたすものでございます。 

 ２ページをご覧ください。第２０条の２は、管理職員特別勤務手当でありまして、休暇

等条例第３条第４項を追加するものでございます。 

 次に第２２条は、勤勉手当の率の改正でありまして、第２項１号は一般職員に係るもの

で、現行１００分の８５を、６月に支給する場合は同じ８５ですが、１２月に支給する場

合は１００分の９５に、特定幹部職員の課長等は、現行１００分の１０５を、６月に支給

する場合は同じ８５ですが、１２月に支給する場合は１００分の１１５に、それぞれ引き

上げをするものであります。 
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 第２号は再任用職員に係るもので、現行１００分の４０を、６月に支給する場合は同じ

４０ですが、１２月に支給する場合は１００分の４５に、特定幹部職員は、現行１００分

の５０を、６月に支給する場合は同じ５０ですが、１２月に支給する場合は１００分の５

５に、それぞれ引き上げをいたすものでございます。 

 ３ページをご覧ください。附則第５項の改正は、５５歳を超える職員に対する給与の支

給に関する特例措置として、行政職給料表６級以上の課長職は、現行１.５％の給与削減措

置がとられておりますが、それに係ります勤勉手当でありまして、一般職員同様にそれぞ

れ支給率を上げて、改正するものであります。 

 なお、この改正によりまして、勤勉手当の年間支給率は、現行の１.７カ月から０.１カ

月アップされまして１.８カ月、期末手当とトータルいたしますと現行の４.３カ月から４.

４カ月に変わるものでございます。 

 次に別表の改正でありますが、別表第１は行政職員の行政職給料表、７ページの別表第

２、その１ 医療職給料表（１）は、那須南病院の医師に適用するものであります。１０

ページのその２ 医療職給料表（２）は、薬剤師、放射線技師、臨床検査技師等に、１３

ページのその３ 医療職給料表（３）は、看護師、准看護師に適用するものであります。 

 １８ページをご覧ください。第２条の改正は、同じく職員の給与に関する条例の改正で

あります。第２１条は期末手当の改正で、５５歳を超える職員に対する給与の１.５％減額

支給措置は平成３０年３月３１日までの期限としていることから廃止するため、附則第３

項第３号を削除するものであります。以下、５５歳給与支給特例措置廃止とさせていただ

ければと思います。 

 次に２項の条文中、には、への訂正は、他の条文との語句の整合性を図るためでござい

ます。また、条文中第２２条第２項及び附則第５項の附則第５項の削除、次の第４項の条

文中、附則第２項第２号の削除につきましては、５５歳給与支給特例措置廃止によるもの

でございます。 

 ２０ページをご覧ください。第２２条は勤勉手当の改正で、条文中の及び附則第２号第

３号及び２１ページの附則の削除は、５５歳給与支給特例措置廃止によるものであります。 

 また、第２項第１号は一般職員に係る支給率の改正でありまして、現行１００分の８５

を１００分の９０に、特定幹部職員の課長等は、現行１００分の１０５を１００分の１１

０に、それぞれ引き上げるものでございます。 

 第２号は再任用職員に係るもの、現行１００分の４０を１００分の４２.５に、特定幹部

職員は、現行１００分の５０を１００分の５２.５に、それぞれ引き上げるものでございま

す。 
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 ２４ページ、２５ページをご覧ください。第３条は、南那須地区広域行政事務組合職員

の勤務時間及び休暇に関する条例の一部改正、第４条は南那須地区広域行政事務組合職員

の修学部分休業に関する条例の一部改正、第５条は南那須地区広域行政事務組合職員の高

齢者部分休業に関する一部改正でありまして、５５歳給与支給特例措置廃止によりまして、

それぞれ附則の南那須地区広域行政事務組合職員の給与に関する条例附則第３項の規定に

より給与が減ぜられて支給される職員に関する部分を削除するものであります。 

 なお、当組合では、技能労務職員といたしまして、那須南病院の看護助手が１４名おり

ますが、給料の改正は規則での改正となりますので、本条例の改正に伴いまして、併せて

規則の改正を予定しております。 

 以上で補足説明を終了させていただきます。 

 

○議長（佐藤昇市）  提案理由の説明が終わりました。これより質疑に入ります。質疑

はありませんか。 

 ５番、中山五男議員。 

 

○５番（中山五男）  これは前もって質問事項に入れていなかった点なのですが、申し

わけありません。給与水準を示すラスパイレス指数についてお伺いしたいのですが、１カ

月ちょっとぐらい前だったか、下野新聞に県内２５市町村の推移表が出ました。その中で、

那須烏山市は比較的上位にありました。那珂川町はそうでもなかったと思いました。 

 それで、広域行政の職員の給与水準というのがどの辺にあるのか、検討、計算されたこ

とがあるのかどうか。特に、１市１町からの派遣職員がおりますが、それら職員の給与の

こともあるものですから、もしわかりましたらお伺いします。 

 

○議長（佐藤昇市）  総務課長。 

 

○総務課長（澤村雅彦）  ラスパイレス指数でございますが、広域におきましては計算

はしておりません。市町村につきましては計算して公表する義務があるかと思うのですが、

広域におきましてはその義務が今のところありませんので、現在のところ計算はしていな

い状況であります。 

 

○議長（佐藤昇市）  ５番、中山五男議員。 
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○５番（中山五男）  わかりました。それで、高いのかな、安いのかな。広域行政の職

員給与を、那珂川町、那須烏山市の職員と比較した場合。同じような年齢、経歴から比較

して。その辺のところは検討したことはないのでしょうか。 

 

○議長（佐藤昇市）  総務課長。 

 

○総務課長（澤村雅彦）  特に比較はしておりませんが、給料表を見ますと、７級をと

っておりますのは消防長のみでありまして、その他の課長は６級制ということで、那珂川

町さんに準じていますので、高くはないのではないかと思っているところでございます。 

 

○５番（中山五男）  はい。 

 

○議長（佐藤昇市）  ほかにありませんか。 

 

〔「質疑なし」の声あり〕 

 

○議長（佐藤昇市）  質疑がないようですので、質疑なしと認めます。これで質疑を終

わります。 

 これより討論に入ります。討論はありませんか。 

 

〔「討論なし」の声あり〕 

 

○議長（佐藤昇市）  討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

 これより採決いたします。議案第２号 南那須地区広域行政事務組合職員の給与に関す

る条例等の一部改正については、原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

 

〔「異議なし」の声あり〕 

 

○議長（佐藤昇市）  異議なしと認めます。よって議案第２号 南那須地区広域行政事

務組合職員の給与に関する条例等の一部改正については、原案のとおり可決いたしました。 
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   ◎日程第５（議案第３号）南那須地区広域行政事務組合消防手数料条例の一部改正

について 

 

○議長（佐藤昇市）  日程第５（議案第３号）南那須地区広域行政事務組合消防手数料

条例の一部改正についてを議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。 組合長。 

 

〔 組合長 川俣純子 登壇 〕 

 

○組合長（川俣純子）  ただいま上程となりました、議案第３号 南那須地区広域行政

事務組合消防手数料条例の一部改正について、提案理由の説明を申し上げます。 

 危険物施設の設置許可等に係る消防手数料は、地方公共団体の手数料の基準に関する政

令により定められており、原則３年ごとに見直しが行われているところであります。 

 平成２９年度は手数料の見直しの年度に該当し、政令が改正されたことに伴い、当組合

の消防手数料条例の一部の改正をするものであります。 

 詳細につきましては、予防課長から説明をさせますので、何とぞ慎重審議の上、可決賜

りますようお願い申し上げ、提案理由の説明とさせていただきます。 

 

○議長（佐藤昇市）  消防予防課長。 

 

○消防本部予防課長（八木弘志）  ただいま提案いたしました議案について、補足説明

をいたします。南那須地区広域行政事務組合消防手数料条例の一部改正について補足の説

明をいたします。 

 本改正は、特定屋外タンク貯蔵所等の設置許可及び検査等の手数料について改正するも

のであります。改正内容につきましては、南那須地区広域行政事務組合消防手数料条例の

一部改正の議案書の２ページをお開きください。 

 区分をご覧願います。準特定屋外タンク貯蔵所、３ページの特定屋外タンク貯蔵所、続

きまして４ページ、５ページの浮き屋根式特定屋外タンク貯蔵所、及び浮き蓋付特定屋外

タンク貯蔵所の区分から、６ページの岩盤タンクに係る屋外タンク貯蔵所までの表記は、

設置の許可に係る審査手数料の標準額について改定をしたものでございます。 

 次に１２ページから１３ページに移りますので、１２ページをご覧ください。特定屋外

タンク貯蔵所の基礎・地盤検査、１４ぺージ、１５ページの溶接部検査区分から、１６ペ
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ージの岩盤タンク検査までの表記は、完成検査前検査に係る審査手数料の標準額について

改定したものでございます。 

 次に１７ページ、１８ページ、特定屋外タンク貯蔵所の区分から、１９ページの岩盤タ

ンクに係る特定屋外タンク貯蔵所までの表記は、保安検査に係る審査手数料の標準額につ

いて改定したものでございます。それぞれ手数料の額を引き上げるものでございます。 

 今回の改正に該当する特定屋外タンク貯蔵所等は、主に石油コンビナートなどに設置さ

れている規模の大きなタンクで、この管内に該当するものはございません。 

 以上で、南那須地区広域行政事務組合消防手数料条例の一部改正の補足説明とさせてい

ただきますので、よろしくご審議くださいますようよろしくお願いいたします。 

 

○議長（佐藤昇市）  提案理由の説明が終わりました。これより質疑に入ります。 

 １０番、渋井由放議員。 

 

○１０番（渋井由放）  多分これ、消費税は、法令で定められてやるやつなので入って

いないということでよろしいか、確認だけです。 

 

○議長（佐藤昇市）  予防課長。 

 

○消防本部予防課長（八木弘志）  議員の言うとおり、消費税は含まれておりません。 

 

○議長（佐藤昇市）  渋井議員。 

 

○１０番（渋井由放）  そうすると、消費税が上がってもこのままだということですね。

了解しました。 

 

○消防本部予防課長（八木弘志）  そのとおりです。 

 

 

○議長（佐藤昇市）  ほかに質疑はありませんか。 

 

〔「質疑なし」の声あり〕 
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○議長（佐藤昇市）  質疑がないようですので、質疑なしと認めます。これで質疑を終

わります。 

 これより討論に入ります。討論はありませんか。 

 

〔「討論なし」の声あり〕 

 

○議長（佐藤昇市）  討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

 これより採決いたします。 

 議案第３号 南那須地区広域行政事務組合消防手数料条例の一部改正については、原案

のとおり決定することにご異議ありませんか。 

 

〔「異議なし」の声あり〕 

 

○議長（佐藤昇市）  異議なしと認めます。よって、議案第３号 南那須地区広域行政

事務組合消防手数料条例の一部改正については、原案のとおり可決いたしました。 

                                         

 

   ◎日程第６（議案第４号）南那須地区広域行政事務組合火災予防条例の一部改正に

ついて 

 

○議長（佐藤昇市）  日程第６（議案第４号）南那須地区広域行政事務組合火災予防条

例の一部改正についてを議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。 組合長。 

 

〔 組合長 川俣純子 登壇 〕 

 

○組合長（川俣純子）  ただいま上程となりました、議案第４号 南那須地区広域行政

事務組合火災予防条例の一部改正について、提案理由の説明を申し上げます。 

 本案は、現在、建物の消防法違反の情報については、消防機関が命令を行った際に公示

として初めて建物利用者へ情報提供をします。しかし、公示に至るまでの間、消防機関が

建物の火災危険に関する消防法違反の情報を把握していたとしても、その情報が利用者へ

提供されない状況にあります。 
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 今回の条例の改正は、第４８条 防火対象物の消防用設備等の状況の公表を追加するもの

であります。火災の危険性が高いと判断した消防法違反のある建物の情報を公示に至る前

に公表することで、利用者自らがその情報を入手し、建物利用における判断を可能とする

ことが目的であります。 

 詳細につきましては予防課長に説明させますので、何とぞ慎重審議の上、可決賜ります

ようお願い申し上げ、提案理由の説明とさせていただきます。 

 

○議長（佐藤昇市）  消防予防課長。 

 

○消防本部予防課長（八木弘志）  南那須地区広域行政事務組合火災予防条例の一部改

正について補足説明をいたします。 

 現在、違反防火対象物については、南那須地区広域行政事務組合火災予防違反処理規程

により防火対象物の命令内容の公示が義務づけられております。 

 しかしながら、建物の危険性に関する情報が、利用者に提供されるまでに時間を要する

状況にあります。処理内容として、建物の立入検査を行い、関係者に違反事実を書面にて

伝え、改修計画書の提出を求め、改修計画書の提出がなされていないなど、是正に向けた

動きが見えないところには、警告を行うなどの指導を行います。それでも是正されない場

合に命令となります。最低でも、違反指摘から知らしめるのに半年程度は必要となります。 

 この状況を踏まえ、利用者自らがそれらの建物の情報を得て、利用するか否かを判断で

きることが必要であることから、総務省消防庁は消防法令に重大な違反のある建物につい

て、その違反内容等を公表する制度の導入を決定いたしました。 

 このたびの一部改正により追加された第４８条は、消防機関の立入検査により重大な消

防法令違反があると認められたとき、立入検査の結果を通知するとともに、通知を交付し

てから１４日経過したにもかかわらず違反が認められたときには、公表をする旨の予告通

知を併せていたします。その後、経過の確認をし、なおかつ当該立入検査の結果と同じ違

反の内容である場合、関係者に公表の通知をし、公表予定日を経過した場合、違反のある

建物の情報を公表するものであります。 

 ただ、今回の改正について、公表の対象となる防火対象物は、劇場、飲食店、店舗、病

院や福祉施設等の不特定多数の方が利用するものになります。 

 公表の対象となる違反は、これらの防火対象物に対して屋内消火栓設備、スプリンクラ

ー設備、自動火災報知設備において、設置義務があるにもかかわらず設置がされていない

場合となり、未設置となってしまった理由は、消防法令の規制に変更が生じ、それまで不
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要であった消防用設備が新たに必要になったもの、経過処置の時期を過ぎても依然として

消防用設備等を設置しなかった場合になります。 

 公表する情報は、建物の所在地、名称、違反の内容になります。公表方法は、消防本部

のホームページで行います。 

 本改正には、住民の方々への本制度の十分な周知期間が必要となるため、公布から施行

まで１年間の期間を設けております。 

 以上で、火災予防条例一部改正の補足説明といたします。よろしくお願いいたします。 

 

○議長（佐藤昇市）  提案理由の説明が終わりました。これより質疑に入ります。 

 １０番、渋井由放議員。 

 

○１０番（渋井由放）  ホームページで公表するということでございますが、今、ホー

ムページはどのぐらいの１日のアクセスがあって、ホームページ上で公表して、どれほど

市民の皆さんに理解していただけるのかなという疑問がありますが、その点についてはい

かがですか。 

 

○議長（佐藤昇市）  予防課長。 

 

○消防本部予防課長（八木弘志）  ほかの市町のアクセスの数ですが、大体月当たり、

東京消防庁の場合は１万４,０００件という結果が出ております。 

 また、当消防本部におきましては、ホームページのアクセス数に関しまして、今後行っ

ていきたいと思いますので、具体的な数字等は挙げられない状況ということでございます。 

 

○議長（佐藤昇市）  １０番、渋井由放議員。 

 

○１０番（渋井由放）  現在どのぐらいのアクセス数なのでしょうかというのがまず第

１点。うちの広域行政事務組合の消防の。私は結構見ていますけれど。 

 あと、そういう現状の中で、数字が出ている中で、多分少ないんじゃないかと想像して

いるんです。少ないということは見る人が少ないということですから、公表してもあまり

効果はない。ただ方法としてはこれしかないのだというような。そのほかに、もっと別な

効果があるものを出せるのかというところも含めて。 
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○議長（佐藤昇市）  予防課長。 

 

○消防本部予防課長（八木弘志）  ホームページのほかに、我々消防機関がその対象に

立ち入ったときに、チラシ等を配布したり、または市町の広報誌にチラシの差し込みをし

たり、そういったものを行っているところでございます。 

 

○議長（佐藤昇市）  アクセス数は。今現在の。 

 総務課長。 

 

○総務課長（澤村雅彦）  組合のホームページ関係なので、総務課のほうで担当してお

りますので、私のほうでお答えをさせていただきます。 

 現在、組合のホームページですが、カウント数をつけておりませんので、何件ホームペ

ージのほうにアクセスされたかというのは把握できていない状況でありますので、今後、

予算等の関係もございますが、その辺を検討させていただければと思います。よろしくお

願いいたします。 

 

○１０番（渋井由放）  はい、了解しました。 

 

○議長（佐藤昇市）  ほかに質疑はありますか。 

 

〔「質疑なし」の声あり〕 

 

○議長（佐藤昇市）  質疑がないようですので、これで質疑を終わります。 

 これより討論に入ります。討論はありませんか。 

 

〔「討論なし」の声あり〕 

 

○議長（佐藤昇市）  討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

 これより採決いたします。 

 議案第４号 南那須地区広域行政事務組合火災予防条例の一部改正については、原案の

とおり決定することにご異議ありませんか。 
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〔「異議なし」の声あり〕 

 

○議長（佐藤昇市）  異議なしと認めます。よって、議案第４号 南那須地区広域行政

事務組合火災予防条例の一部改正については、原案のとおり可決いたしました。 

                                         

 

   ◎日程第７（議案第５号）平成２９年度南那須地区広域行政事務組合一般会計補正

予算（第１号）の議決について 

   ◎日程第８（議案第６号）平成２９年度南那須地区広域行政事務組合負担金の額の

変更について 

 

○議長（佐藤昇市）  日程第７（議案第５号）平成２９年度南那須地区広域行政事務組

合一般会計補正予算（第１号）の議決について、及び日程第８（議案第６号）平成２９年

度南那須地区広域行政事務組合負担金の額の変更についての２議案は関連がありますので、

一括議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。 組合長。 

 

〔 組合長 川俣純子 登壇 〕 

 

○組合長（川俣純子）  ただいま一括上程となりました、議案第５号 平成２９年度南

那須地区広域行政事務組合一般会計補正予算の議決について、及び議案第６号 平成２９

年度南那須地区広域行政事務組合負担金の額の変更について、提案理由の説明を申し上げ

ます。 

 まず議案第５号につきまして、概要を申し上げます。 

 今回の補正予算は、歳入歳出それぞれ８１万７,０００円を増額いたしまして、予算総額

を２３億１,４８１万７,０００円とするものであります。 

 歳入の主なものについて、説明を申し上げます。 

 分担金及び負担金においては、地方交付税算入額の確定による精査で６５７万３,０００

円を減額するものであります。 

 国庫支出金については、緊急消防援助隊設備整備費の確定により５５万６,０００円を減

額するものであります。 

 繰越金は、前年度繰越金の確定により１,１３５万２,０００円を増額するものでありま
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す。 

 組合債については、消防施設整備費の確定により３７０万円を減額するものであります。 

 次に、歳出について説明を申し上げます。 

 総務費では、人事院勧告に準じた組合職員給与の改定、委託費などの事業の精査、財政

調整基金への積み立てにより、５５７万３,０００円を増額するものであります。 

 衛生費では、病院事業整備基金や保健衛生センター施設整備基金への積立金の増額、し

尿処理施設やごみ処理施設の焼却灰や不燃物残渣などの処分委託費などの事業の精査によ

り４３万５,０００円を減額するものであります。 

 消防費では、消防通信施設整備負担金の額や高規格救急車購入などの事業費の確定によ

り、４３２万１,０００円を減額するものであります。 

 次に、議案第６号につきまして概要を申し上げます。 

 負担金の額の変更につきましては、補正予算でもご説明いたしましたように、地方交付

税算入額の確定に伴い、負担金額を変更するものでございまして、組合規約第１３条第２

項の規定により、議決をお願いするものであります。 

 なお、詳細につきましては管理課長に説明させますので、何とぞ慎重審議の上、可決賜

りますようお願い申し上げ、提案理由の説明とさせていただきます。 

 

○議長（佐藤昇市）  管理課長。 

 

○管理課長（田所明）  それでは詳細説明をさせていただきます。初めに、議案第５号

 一般会計補正予算第１号についてご説明いたします。議案書２ページをお開き願います。 

 第１表 歳入歳出予算補正につきましては、８１万７,０００円を増額し、予算総額を２

３億１,４８１万,７０００円とするものでございます。 

 ３ページをご覧願います。第２表 繰越明許費では、３款衛生費、２項清掃費、４目一

般廃棄物処理施設整備費において、一般廃棄物処理施設整備基本構想の策定が遅れたため、

建設候補地選定支援業務を平成２９年度から平成３０年度の２カ年から、平成３０年度か

ら平成３１年度に変更することに伴い、事業費３２４万円を次年度に繰り越すものであり

ます。 

 第３表 債務負担行為補正につきましては、建設候補地選定支援業務の事業実施年度の

変更に伴い、平成３０年度の債務負担行為３３４万８,０００円を廃止するものであります。 

 ５ページをお開き願います。事項別明細書に従って歳入からご説明いたします。 

 １款分担金及び負担金、１項負担金ですが、那須烏山市に算入されます地方交付税の広
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域行政分が確定したことに伴い、２目の衛生費負担金では、１節保健衛生費負担金におい

て病院費負担金を６２３万７,０００円、斎場費負担金については１７万６,０００円をそ

れぞれ減額しております。 

 ２節清掃費負担金については、し尿処理費負担金で９万９,０００円を増額し、ごみ処理

費負担金で４万６,０００円を減額しております。 

 ３目の消防費負担金ですが、２１万３,０００円を減額しております。 

 ３款国庫支出金、１項国庫補助金については、緊急消防援助隊整備費補助金で高規格救

急車の事業費の確定により５５万６,０００円を減額するものです。 

 ５款財産収入、１項財産運用収入は、財政調整基金など４つの基金の利子収入となり、

利率の確定により２９万４,０００円を増額しております。 

 ８款繰越金、１項繰越金は、前年度繰越金の確定により１,１３５万２,０００円を増額

するものです。 

 １０款組合債、１項組合債では、高規格救急車の事業費確定により３７０万円を減額す

るものです。 

 続きまして、歳出について説明いたします。６ページをご覧願います。 

 ２款総務費、１項総務管理費ですが、１目一般管理費は人事院勧告に準じた給与改正及

び職員数の変更による人件費の精査、委託料、使用料及び賃借料で事業費の確定に伴い、

２４９万１,０００円を減額いたしました。 

 ２目財政管理費では、財政調整基金への積立金８０６万４,０００円を増額いたしました。 

 ３款衛生費、１項保健衛生費では、１目の保健衛生総務費において病院事業整備基金の

利子の確定のため、積立金１万６千円を増額しております。 

 ２目斎場費では、燃料単価の上昇に伴い需用費で増額し、委託料及び工事請負費で事業

費の確定のため７４万８,０００円を減額いたしました。 

 

 ７ページをお開き願います。２項清掃費では、１目の清掃総務費では人件費を精査した

ほか、保健衛生センター施設整備基金への積み立てを行い、２,５２３万２,０００円を増

額しております。 

 ２目のし尿処理費では、処理用薬剤使用量と電気量の減量、工事請負費での事業費確定

により、７９１万１,０００円を減額しております。 

 ３目のごみ処理費においては、人件費を精査したほか、委託料で布団類、不燃物残渣、

焼却灰処分の搬出量の減少、工事請負費での事業費の確定により６４０万６,０００円を減

額いたしました。 
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 ４目の一般廃棄物処理施設整備費では、人件費の精査及び一般廃棄物処理施設整備基金

の利子の確定のため、積立金で９０４万３,０００円を減額しております。 

 ８ページをご覧願います。５目の敦賀市民間最終処分場対策費では、訴訟事務委託料な

どの精査で１５７万５,０００円を減額いたしました。 

 次に４款消防費、１項消防費については、１目の消防総務費においては人件費の精査、

消防通信施設負担金の確定により１０３万６,０００円を増額しております。 

 ２目の消防施設整備費については、高規格救急車等の事業費の確定により５３５万７,０

００円を減額するものです。 

 ９ページから１２ページについては給与費明細書となっております。 

 １３ページは地方債の現在高の見込みに関する調書となっておりますので、ご高覧をお

願いいたします。 

 以上で議案第５号、平成２９年度一般会計補正予算（第１号）の説明を終わります。 

 続きまして議案第６号、負担金の額の変更についてご説明いたします。 

 今回の変更は、議案第５号でもご説明申し上げましたが、那須烏山市に算入されます地

方交付税の広域行政分が確定したことに伴う清算となります。 

 那須烏山市の負担金が６５７万３,０００円減額の１４億６,０２６万７,０００円とな

り、負担金の総額が２１憶８,８２４万８,０００円とするものです。 

 以上で議案第６号の負担金の額の変更について説明を終わりとさせていただきます。 

 

○議長（佐藤昇市）  提案理由の説明が終わりました。これより質疑に入ります。なお、

質疑に当たっては関連するページ数をお示しください。質疑はありませんか。 

 ５番、中山五男議員。 

 

○５番（中山五男）  それではまず、補正予算のほうからお伺いをしたいと思います。 

 ６ページに基金の積み立てがあります。６ページから７ページにかかっているのですが、

平成２８年度の決算ですと、この基金積立総額は４億６,７７０万ほどになっていると思い

ます。それで今回もまた補正で動くわけですが、それぞれの基金の積み立て目標額と、こ

の積立金を何に使うのか。先ほどの説明にありました衛生センターの分はわかりましたが、

それ以外の基金について、一つ説明をお願いしたいと思います。 

 それと、９ページの表を見ますと、（２）下側の表ですね、ここの増減事由別内訳とあり

ますが、給与改定に伴う増加分２００万４,０００円とありますが、今回の人事院勧告によ

る増額が合わせて２００万４,０００円とみなしてよろしいのかどうかです。 
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 議案第６号についても１つお伺いをしたいと思います。今回の組合負担金の減額の理由

というのは、これは一旦那須烏山に入って、それからこの部分が広域のほうに、また再交

付をするというわけなのですが、この交付税の減額になった理由、なぜ減額になったのか、

こちらで承知しているでしょうか。それとも、これは那須烏山市の財政担当に聞かないと

わからないのでしょうか。 

 以上です。 

 

○議長（佐藤昇市）  管理課長。 

 

○管理課長（田所明）  ２点ほど管理課のほうから答弁いたしたいと思います。１点目

の基金の目標額についてですが、目的については、保健衛生センター施設整備基金につい

ては施設の整備及び管理運営に充てるため、病院事業整備基金については病院施設の整備

及び運営の健全性を確保するため、財政調整基金については年度間の財源の調整及び健全

な財政運営に資するためという目的で、それぞれ設置されております。 

 一般廃棄物処理施設整備基金については、明確な目標額が設定してございますが、その

ほかの３つについては、明確な目標額というのは設定してございません。財政調整基金の

積立金においては５,０００万程度を目安額、それは内部の目安として運用してございます。 

 交付税関係のことについて答弁いたします。２９年度の交付税は、当初予算と比べて、

確定額による補正額が減額した理由ということでございますが、交付税につきましては 

当該年度の単位費用や交付税に算定に関する経費の係数の変更など、不確定要素によって

毎年度当初予算と確定額による補正予算との差が生じる場合がございます。 

 今年度においては、６５７万３,０００円減額のうち、病院費で６２３万７,０００円が

係数の変更により減額となっております。なお、前年度においては、逆に７２２万２,００

０円が増額し、そのうち病院費で７２６万７,０００円ということで、それぞれ増減分が、

たまたま大部分が病院について、２８年度においては増額、２９年度においては減額とい

う内容になってございます。 

 以上です。 

○議長（佐藤昇市）  総務課長。 

 

○総務課長（澤村雅彦）  ９ページの給与費関係でございます。給与改定に伴う増加分

２００万４,０００円は、人事院勧告によるかどうかというお話でございますが、議員のお

っしゃるとおりでございまして、人事院勧告による増分でございます。なお参考に、職員
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の１人当たりの増加額ですが、１月当たり１,０００円から４００円までの上げ幅となって

おります。 

 以上です。 

 

○５番（中山五男）  わかりました。議長。 

 

○議長（佐藤昇市）  中山議員。 

 

○５番（中山五男）  そうしますと、基金については、衛生センターはわかりましたが、

病院の会計とか財政調整基金は、その年度の余剰金を積み立てるということで、具体的に

は目標も何もないと、こう理解してよろしいんですね。わかりました。 

 それと、負担金ですが、これは当初予算から今回６５７万３,０００円マイナスになりま

した。これは、これから提案される平成３０年度の当初予算にも、やはり負担金の部分が

載っているのですが、これを見ますとまたまた１,０００万ぐらい落ちてしまうんです。 

 こういう部分がどんどん出てマイナスが続くことになりますと、さらに病院運営から広

域行政事務組合の運営そのものが困難になるのではないかという感じがするのですが、こ

れからもこれは続く見通しなのでしょうか。この辺のところは理解していませんか。 

 

○議長（佐藤昇市）  管理課長。 

 

○管理課長（田所明）  今後の見通しということで、この後に提案いたします平成３０

年度の予算、また負担金とも関連はいたしますが、３０年度の交付税については１,８２０

万円ほど減額になりますが、その内容については、ごみ処理費において平成１４年度にご

み処理施設整備改良事業を実施した際の起債の借入金４億１,６５０万円の元利償還に対

する交付税の算入期間といって、それに伴う交付金の分、これが２９年度で終了したため、

該当する元金が大きいものですから、その分がちょうど１,８２０万円減額になってござい

ます。 

 そのほか、事業によっては増えたもの、減ったものがございますが、３０年度について

の内容については以上でございます。 

 

○５番（中山五男）  了解しました。 
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○議長（佐藤昇市）  ほかに質疑はありませんか。 

 

〔「質疑なし」の声あり〕 

 

○議長（佐藤昇市）  質疑がないようですので、これで質疑を終わります。 

 これより討論に入ります。討論はありませんか。 

 

〔「討論なし」の声あり〕 

 

○議長（佐藤昇市）  討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

 これより採決いたします。なお、採決は１件ごとに行います。 

 議案第５号 平成２９年度南那須地区広域行政事務組合一般会計補正予算（第１号）の

議決については、原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

 

〔「異議なし」の声あり〕 

 

○議長（佐藤昇市）  異議なしと認めます。よって、議案第５号 平成２９年度南那須

地区広域行政事務組合一般会計補正予算（第１号）の議決については、原案のとおり可決

いたしました。 

 続きまして議案第６号 平成２９年度南那須地区広域行政事務組合負担金の額の変更に

ついては、原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

 

〔「異議なし」の声あり〕 

 

○議長（佐藤昇市）  異議なしと認めます。よって、議案第６号 平成２９年度南那須

地区広域行政事務組合負担金の額の変更については、原案のとおり可決いたしました。 

 ここで暫時休憩します。再開を１１時１０分とします。 

 

【休憩】（午前１１時０２分） 

【再開】（午前１１時１１分） 
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   ◎日程第９（議案第７号）平成３０年度南那須地区広域行政事務組合一般会計予算

の議決について 

   ◎日程第１０（議案第８号）平成３０年度南那須地区広域行政事務組合負担金の額

及び負担の方法について 

   ◎日程第１１（議案第９号）平成３０年度南那須地区広域行政事務組合病院事業会

計予算の議決について 

 

○議長（佐藤昇市）  再開いたします。日程第９（議案第７号）平成３０年度南那須地

区広域行政事務組合一般会計予算の議決について、日程第１０（議案第８号）平成３０年

度南那須地区広域行政事務組合負担金の額及び負担の方法について、及び日程第１１（議

案第９号）平成３０年度南那須地区広域行政事務組合病院事業会計予算の議決についての

３議案は関連がありますので、一括議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。 組合長。 

 

〔 組合長 川俣純子 登壇 〕 

 

○組合長（川俣純子）  ただいま一括上程となりました、議案第７号 平成３０年度南

那須地区広域行政事務組合一般会計予算の議決について、議案第８号 平成３０年度南那

須地区広域行政事務組合負担金の額及び負担の方法について、及び議案第９号 平成３０

年度南那須地区広域行政事務組合病院事業会計予算の議決について、提案理由の説明を申

し上げます。 

 まず、議案第７号 平成３０年度一般会計予算について概要を申し上げます。 

 我が国の経済は、緩やかな回復基調が続いており、先行きについては、雇用・所得環境

の改善が続く中で、各種政策の効果もあって緩やかに回復していくことが期待されており

ます。しかしながら、財源の大部分が構成市町の負担金である本組合においては、引き続

き厳しい財政状況が続くと予想され、事務事業のさらなる効率的な運用が求められており

ます。 

 これらのことから、平成３０年度予算は、前年度に引き続き厳しい財政状況を再認識し、

前例や慣例にとらわれることなく予算編成に努めるのは無論のこと、事務事業全般につい

ても、住民サービスを低下させることのないよう、知恵と工夫をもって編成作業に取り組

んだものであります。 

 平成３０年度一般会計予算の総額は、歳入歳出それぞれ２３億８,７００万円となり、前
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年度と比較いたしまして７,３００万円の増額となりました。 

 まず、主な歳入について説明を申し上げます。 

 分担金及び負担金は、構成市町からの負担金でありまして、２１億９,２３６万１,００

０円で歳入総額の９１.８％を占めております。次いで、組合債が６,８３０万円で２.９％、

繰入金が４,３００万円で１.８％となっております。 

 次に、主な歳出について説明を申し上げます。 

 歳出総額の５１.８％を衛生費が占めており、その額を１２億３,６９８万９,０００円と

いたしました。病院事業への繰出金、し尿処理、ごみ処理などの処分費用や施設の機械設

備等の維持管理費用などを計上し、前年度比２７２万８,０００円、０.２％の増額といた

しました。 

 次に、消防費で８億６,３６８万９,０００円となり、歳出総額の３６.２％を占めており

ます。今年度、高規格救急車及び災害対応特殊水槽付ポンプ車などの消防車両の更新によ

り、前年度比６,４９２万５,０００円、８.１％の増額といたしました。 

 以上が歳出の主なものであります。歳出全般にわたりまして、前年度に引き続き、極力、

経常経費の削減に努めたところであります。 

 次に、議案第８号につきまして、概要を申し上げます。 

 平成３０年度の構成市町の負担金の額及び負担の方法について、組合規約第１３条第２

項の規定により、議会の議決を求めるものであります。 

 次に、議案第９号 平成３０年度病院事業会計予算につきまして、説明を申し上げます。 

 自治体病院は、その地域に不足している医療に積極的に取り組むとともに、地域の医療

機関や行政機関との連携を図りながら、公平・公正な医療を提供し、地域住民の健康の維

持・促進を図り、地域の発展に貢献することを使命としています。 

 このため、那須南病院においても、救急医療の確保、高度医療の推進及び僻地巡回診療

等に積極的に取り組み、地域住民が安心して医療を受けられる環境整備、並びに効率的な

病院運営を日夜努めているところであります。 

 平成３０年度の予算でございますが、予算第２条に定めます業務の予定量は、年間患者

数を入院で４万８,９１０名、外来で８万２９２名と見込み、その確保に全力を傾けてまい

ります。 

 次に、予算第３条に定めます収益的収入及び支出の予算総額は、病院事業収益、病院事

業費用それぞれ２８億６０８万４,０００円とするものであり、前年度に比べ０.７％、１,

９４５万８,０００円の増となっております。 

 予算第４条に定めます資本的収入及び支出は、資本的収入を２億８,９０７万３,０００
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円、資本的支出を４億２４９万５,０００円とし、収支不足額については、過年度分損益勘

定留保資金で補填するものであります。 

 以上、概略を説明申し上げましたが、那須南病院は、本地域唯一の二次救急医療を担う

病院群輪番制病院であり、本地域に欠くことのできない病院であることを十分にご理解い

ただき、今後ともご支援のほどよろしくお願いいたしたいと思います。 

 なお、詳細につきましては管理課長、病院事務長から説明をさせますので、何とぞ慎重

審議の上、可決賜りますようお願い申し上げ、提案理由の説明とさせていただきます。 

 

○議長（佐藤昇市）  管理課長。 

 

○管理課長（田所明）  それでは、一般会計について詳細説明をさせていただきます。 

 最初に議案第７号 平成３０年度一般会計予算の詳細を説明いたします。５ページをお

開き願います。 

 歳入歳出予算事項別明細書をご覧願います。平成３０年度一般会計予算の総額は、前年

度予算と比較いたしまして７,３００万円の増額となり、２３億８,７００万円となりまし

た。 

 ４ページにお戻り願います。第２表、債務負担行為については、平成２９年度補正予算

（第１号）でもご説明しましたが、一般廃棄物処理施設整備基本構想の策定が遅れたため、

建設候補地選定支援業務を平成２９年度から平成３０年度の２カ年から平成３０年度から

平成３１年度に変更することに伴い、債務負担行為を平成３１年度の限度額は３３４万８,

０００円とするものです。 

 

 ６ページをお開き願います。歳入からご説明申し上げます。 

 １款分担金及び負担金、１項負担金ですが、１目の総務費負担金については、広域セン

ター事務局の人件費及び事務経費の負担金７,７７７万５,０００円を計上いたしておりま

す。 

 ２目衛生費負担金のうち、１節保健衛生費負担金については、在宅当番医制調整費負担

金４０５万円を計上しております。 

 小児救急医療拠点病院運営費負担金は、取りまとめを行っている那須地区広域行政事務

組合からの指示額５９万７,０００円を計上しております。 

 病院費負担金ですが、対象となった経費のうち医師確保や人件費、企業債償還のための

経費が増えたため、前年度比１,０２６万５,０００円増額の５億５,１６１万円を計上して
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おります。 

 斎場費負担金について、前年度比１０万４,０００円減額の８,０９８万１,０００円を計

上しております。 

 ２節清掃費負担金のうち、し尿処理費負担金では、委託料と工事請負費の減により前年

度比１,１４６万９,０００円減額の１億７,０４３万６,０００円を計上しております。 

 ごみ処理費負担金については、委託料と工事請負費の減により前年度比８７４万５,００

０円減額の４億２,４５２万１,０００円を計上いたしました。 

 一般廃棄物処理施設整備基金費負担金は、平成２６年度から積み立てを開始し、平成３

０年度で５年目となるもので、積立予定額９,０００万円を計上いたしました。 

 ３目消防費負担金ですが、人事院勧告の改定に伴う人件費の増により、前年度比６３２

万９,０００円増額の７億９,２３９万１,０００円を計上いたしました。 

 負担金の合計は、前年度比２４６万円減額の２１億９,２３６万１,０００円で歳入全体

の９１.８％を占めています。 

 ２款使用料及び手数料、１項使用料ですが、１目の衛生使用料は斎場の使用料で、前年

度５０万円増額の７００万円を計上いたしました。 

 ２項手数料、１目の衛生手数料では、ごみ処理手数料は一般家庭系ごみの搬入量が増加

傾向となっているため、２４万円増額の２,７７５万１,０００円とし、２目消防手数料は

３,０００円減額の４１万３,０００円を計上しております。 

 ３款国庫支出金、１項国庫補助金は、緊急消防援助隊設備整備費補助金で、災害対応特

殊水槽付ポンプ車として、１,０８９万２,０００円を計上いたしました。 

 ７ページをご覧願います。４款県支出金、１項県補助金ですが、病院群輪番制病院運営

費補助金は、６２万４,０００円減額の１,０４７万８,０００円を計上いたしました。 

 ５款財産収入、１項財産運用収入は、１目の財産貸付収入では自動販売機６台分の賃借

料５万３,０００円を計上いたしました。 

 ２目利子及び配当金は、各種基金の預金利息２９万３,０００円を計上しております。 

 ２項財産売払収入、及び６款寄付金は科目存置としております。 

 ７款繰入金、１項基金繰入金ですが、１目財政調整基金繰入金は消防総務費の増加に伴

い、負担金軽減のため前年度比１,０００万円増額の３,０００万円を計上しております。 

 ２目病院事業整備基金繰入金は、起債対象とならない医療機器更新費用分の負担金軽減

のため、１,３００万円を計上しております。 

 ８ページをお開き願います。８款繰越金、１項繰越金は、昨年度と同額の５００万円を

計上しております。 
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 ９款諸収入、１項雑入については、１目の過年度収入は科目存置としております。 

 ２目の弁償金については、東京電力からの弁償金１６２万７,０００円を計上しておりま

す。 

 雑入については、栃木県消防学校派遣職員給与等負担金が増えたため、前年度比７４８

万円の増額の１,９８２万９,０００円を計上いたしました。 

 １０款組合債、１項組合債では、高規格救急車及び災害対応特殊水槽付ポンプ車の更新

に対する起債６,８３０万円を計上いたしました。 

 続いて、歳出についてご説明いたします。９ページをご覧願います。 

 １款議会費、１項議会費では、議員各位の報酬や事務経費で、本年度は議員視察研修を

予定しておりませんので、前年度比４１万３,０００円減額の１００万７,０００円を計上

いたしました。 

 ２款総務費、１項総務管理費、１目一般管理費では、正副組合長ほかの報酬、事務局職

員１０名分の人件費のほか、ＯＡ機器やシステムのリース料、保守料などの事務経費とな

っております。人事院勧告の改定に伴う人件費の増額により、前年度比３１９万３,０００

円増額の９,５１０万４,０００円を計上いたしました。 

 １０ページをご覧願います。２目の財政管理費ですが、公会計システムのリース料や保

守料、予算書・決算書などの印刷費などで、財務書類作成支援業務委託が終了したため、

前年度比１１５万３,０００円減額の１６７万９,０００円を計上いたしました。 

 １１ページをご覧願います。２項監査委員費では、監査委員２名分の報酬１０万円を計

上いたしました。 

 次に、３款衛生費、１項保健衛生費、１目保健衛生総務費では、在宅当番医制事業委託

料のほか、小児救急医療拠点病院運営費負担金、病院群輪番制病院運営費負担金や、那須

南病院に対する負担金・補助金で、前年度比２,２６２万９,０００円増額の５億７,９７５

万９,０００円を計上いたしました。 

 ２目の斎場費ですが、火葬業務委託料などで、前年度比３９万５,０００円増額の４,０

９１万円を計上いたしました。 

 １２ページをご覧願います。２項清掃費、１目清掃総務費ですが、保健衛生センター５

名分の人件費のほか、事務経費で前年度比３１８万１,０００円増額の４,１２２万２,００

０円を計上いたしました。 

 １３ページをご覧願います。２目し尿処理費では、処理用薬剤費や光熱水費、運転維持

管理業務委託費、定期改修工事などで、前年度比１,１０８万２,０００円減額の１億３,１

２２万２,０００円を計上いたしております。 
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 １４ページをご覧願います。３目のごみ処理費では、職員９名分の人件費や臨時職員４

名分の賃金、薬剤等消耗品費、光熱水費や、焼却灰や不燃物残渣の処分委託料、焼却炉内

清掃・機器機能点検整備委託料のほか、施設の定期改修工事費やクレーン点検整備工事費

などで、前年度比４６５万９,０００円減額の３億３,３１６万３,０００円を計上しました。 

 １６ページをご覧願います。４目の一般廃棄物処理施設整備費は、２名分の人件費のほ

か、建設候補地選定委員会の設置経費として委員の報償費、一般廃棄物処理施設整備基金

積立金で、前年度比６５２万３,０００円の減額で１億８９２万３,０００円を計上いたし

ております。 

 ５目の敦賀市民間最終処分場対策費は、裁判打ち合わせ、出廷旅費、訴訟事務委託費等

で、前年度比１２１万３,０００円減額で１７９万円を計上しております。 

 １７ページをご覧願います。４款消防費、１項消防費、１目の消防総務費は、９８名分

の職員の人件費のほか、研修旅費、消防車両などの維持経費、各種装備やシステムなどの

点検手数料、研修参加負担金などのほか、消防通信施設運営負担金などが主なもので、前

年度比３,０１２万４,０００円増額の７億７,７０１万６,０００円を計上いたしました。 

 １９ページをご覧願います。２目消防施設整備費ですが、高規格救急車及び災害対応特

殊水槽付ポンプ車を更新することとし、前年度比３,４８０万１,０００円増額の８,６６７

万３,０００円を計上いたしました。 

 ５款公債費、１項公債費では、１目は元金で新規１件を含む１６件分１億７,９２０万４,

０００円、２目は利子で１４件分と、一時借入金利子で４２２万７,０００円を計上いたし

ました。 

 ２０ページをご覧願います。３目は公債諸費で科目存置とし、公債費合計で前年度比３

７２万円増額の１億８,３４３万２,０００円を計上いたしました。 

 最後は６款予備費で、昨年度と同額の５００万円を計上しております。 

 以上が一般会計の歳入歳出の概要となります。 

 以降、２１ページから２６ページは給与費明細書、２７ページは債務負担行為に係る調

書、２８ページは地方債の残高に関する調書、２９ページは負担金明細書となりますので、

後ほどご高覧をお願いします。 

 以上が議案第７号、平成３０年度一般会計予算の説明となります。 

 続きまして、議案第８号、負担金の額及び負担の方法についてご説明いたします。 

 負担金の額については当初予算に対応するもので、那須烏山市の負担金は、交付税分を

含めて前年度比５８３万円の減額で、１４億６,１０１万円となります。 

 那珂川町は、前年度比３３７万円の増額で７億３,１３５万１,０００円としております。 
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 負担金の合計は、前年度比２４６万円減額の２１億９,２３６万１,０００円としており

ます。 

 以上で、一般会計関係の説明とさせていただきます。 

 

○議長（佐藤昇市）  病院事務長。 

 

○病院事務長（塩野目修一）  それでは私のほうから、病院事業会計の予算につきまし

て詳細説明をさせていただきます。予算書の１ページをお開き願います。 

 第１条は総則、第２条は業務の予定量を定めるもので、病床数は前年度と同じ１５０床

に、患者数は入院が年間４万８,９１０人、外来が年間８万２９２人、１日平均患者数は入

院が１３４人、外来が３２９人を予定しております。なお、患者数は、入院・外来とも前

年度と同じ人数を見込んでおります。 

 また、主要な建設改良事業は、有形固定資産購入事業として１億８,８３１万３,０００

円と定めるものであります。事業内容につきましては、この後の４条予算のところで説明

をいたします。 

 次に第３条は、収益的収入及び支出の予定額を定めるもので、病院事業収益、病院事業

費用、それぞれ２８億６０８万４,０００円を予定いたしました。前年度比１,９４５万８,

０００円、０.７％の増となっております。 

 それでは、予算明細について説明いたしますので、２５ページをお開き願います。 

 １款病院事業収益、１項医業収益、１目入院収益は１４億４,０９８万３,０００円で、

１日当たりの患者数を内科等で８５人、眼科４人、療養病床４５人による収益を計上いた

しました。前年度比３１０万３,０００円の増は、１人当たりの診療単価の増加によるもの

です。なお、病床利用率は、一般病床が８９％、療養病床が９０％を見込んでおります。 

 ２目外来収益は８億１,４８７万６,０００円で、１日当たりの患者数を内科等で３１５

人、人工透析１１人による収益を計上いたしました。前年度比７６８万６,０００円の増は、

１人当たりの診療単価の増加によるものです。 

 ３目その他医業収益７,０５０万４,０００円は、室料差額、人間ドック及び診断書等の

文書作成収入を計上いたしました。 

 ４目他会計負担金は、一般会計からの繰入金であります。 

 ２項医業外収益、１目受取利息配当金は、預金利息であります。 

 次のページをお開き願います。２目他会計負担金、３目他会計補助金は、一般会計から

の繰入金でありまして、前年度比増はリハビリテーション医療に要する経費、共済追加費
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用の負担に要する経費、及び医師確保に要する経費の増によるものであります。 

 ４目補助金は、僻地巡回診療及び院内保育所運営に対する栃木県からの補助金で、前年

度比２５７万５,０００円の減は僻地巡回診療対象経費の減によるものです。 

 ５目患者外給食収益は、職員等への食券売り払い収入、６目長期前受金戻入は、地方公

営企業会計制度の改正により、みなし償却が廃止されたことに伴い、補助金に係る減価償

却相当分を収益化したもので、現金を伴わない収入です。 

 ７目その他医業外収益は、自動販売機、売店等の設置手数料収入のほか、那須烏山市病

児保育事業の受託料収入等によるものであります。 

 ３項特別利益、１目過年度損益修正益は科目存置。 

 次に、２８ページをお開き願います。収益的支出でございます。 

 １款病院事業費用、１項医業費用、１目給与費は、職員数の増及び給与改定に伴い、前

年度比５,４５６万３,０００円の増といたしまして、１７億１,５２４万８,０００円を計

上いたしました。 

 ２目材料費は、診療に必要な薬品、診療材料費等で、３億６,３４１万６,０００円を計

上いたしました。 

 ３目経費は、病院機能の維持に必要な消耗品費、光熱水費、修繕料、委託料などの費用

で、４億７,４７４万２,０００円を計上いたしました。前年度比１,３２７万６,０００円

の減は、修繕費の減によるものであります。 

 ３２ページをお開き願います。４目減価償却費は、器械備品減価償却費の減により、前

年度比９７５万８,０００円減の１億５,３３５万９,０００円を計上いたしました。 

 ５目資産減耗費は、固定資産除却費の増により、前年度比４０４万９,０００円増の７９

３万１,０００円、６目研究研修費９１４万１,０００円、７目長期前払消費税償却５８２

万５,０００円、８目雑支出１００万円を、それぞれ計上いたしました。 

 ２項医業外費用は、企業債利息、雑損失等などで７,１９２万２,０００円を計上いたし

ました。なお、看護師確保経費１６８万円は、看護師修学資金返還免除１名分を計上して

おります。 

 次のページをお開き願います。３項特別損失は、過年度損益修正損３００万円を計上い

たしました。 

 ４項予備費は、前年度同額の５０万円を計上いたしました。 

 以上が、収益的収支予算の詳細説明となります。 

 申しわけございませんが、予算書の２ページにお戻りいただきたいと思います。 

 第４条は、資本的収入及び支出の額を定めるもので、資本的収入を２億８,９０７万３,
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０００円、資本的支出を４億２４９万５,０００円とし、収支不足額１億１,３４２万２,０

００円は過年度分損益勘定留保資金で補填をするものです。 

 明細について説明いたしますので、３５ページをお開き願います。 

 １款、１項企業債１億５,０９０万円は、医療機器整備事業の財源に充てるため、２項他

会計負担金１億３,８１７万２,０００円は一般会計からの繰入金、３項長期貸付金返還金

１,０００円は科目存置。 

 次に支出ですが、次のページをお開き願います。 

 １款、１項、１目有形固定資産購入費１億８,８３１万３,０００円で、前年度比１億３,

９０２万２,０００円の増ですが、３０年度はＤＲシステム、一般撮影装置、電子カルテサ

ーバーなど高額な医療機器の更新を予定しているためでございます。 

 ２項企業債償還金２億４１０万２,０００円は、企業債償還元金であります。 

 ３項投資は、看護師確保のための修学資金制度による１２名に対する貸付金１,００８万

円を計上いたしました。 

 以上で資本的収入及び支出予算の明細説明となりますので、申しわけございませんが予

算書の２ページにお戻りいただきたいと思います。 

 第５条は企業債の限度額を１億５,０９０万円に、第６条は一時借入金の限度額を２億円

に、第７条は経費の流用ができる場合を、第８条は議会の議決を経なければ流用すること

ができない経費を、第９条は一般会計からの補助金の額を１億７,２５８万９,０００円に、

第１０条は棚卸資産の購入限度額を３億７,４６７万５,０００円に、それぞれ定めるもの

であります。 

 第１１条は重要な資産の取得で、７００万円以上の有形固定資産の取得を定めるもので

す。本年度はＤＲシステムなど５つの医療機器の取得を予定しております。内訳ですが、

ＤＲシステム及び一般撮影は、一般的にはレントゲン撮影装置と言われているもので、今

回は撮影装置の更新に合わせまして、ＣＲシステムからＤＲシステムに変更するもので、

今までより高速、高解像度、低線量で、安全な検査が可能となります。 

 次に電子カルテサーバーはサーバーの更新、院内ネットワークは電子カルテ及び情報系

のネットワークの中継機器等の更新、医療画像管理システムは通称ＰＡＣＳと言われてい

るもので、一般撮影、ＣＴ、ＭＲＩ等の画像を総合管理するシステムを更新するもので、

事業費はこれら合計で１億４,２５０万円を予定しております。なお、予算措置につきまし

ては、予算第４条資本的支出、第１項建設改良費に計上しております。 

 ４ページ以降は予算に関する説明資料でありますので、説明のほうは省略をさせていた

だきます。 
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 以上で、平成３０年度の病院事業会計予算の詳細説明を終わらせていただきます。 

 

○議長（佐藤昇市）  提案理由の説明が終わりました。これより質疑に入ります。なお、

質疑に当たっては、会計名及びページ数をお示しください。 

 １０番、渋井由放議員。 

 

○１０番（渋井由放）  １点だけ。消防設備整備事業で６,８３０万円なのですが、これ

は地方債を発行してということになっていますが、何年ぐらいで返す予定になっているの

か。 

 

○議長（佐藤昇市）  管理課長。 

 

○管理課長（田所明）  ２９年度の高規格救急車においては、車両なので５年ですので、

同じ５年を想定してございます。 

 

○議長（佐藤昇市）  渋井由放議員。 

 

○１０番（渋井由放）  そうすると、借金をするということは金利がかかる。金利はた

だではないですよね。４％以内ということになっておりますが、大体どのぐらいをもくろ

んでいるのか。 

 

○議長（佐藤昇市）  管理課長。 

 

○管理課長（田所明）  ２９年においては１.０％の金利です。４％以内で移行しており

ますが、１.０％を想定してございます。 

 

○議長（佐藤昇市）  渋井由放議員。 

 

○１０番（渋井由放）  それでは１つご提案なのですが、うちのほうではあと何年もか

けて９,０００万ずつ基金を積んでいくんです。基金は流用して、その分の金利を払えばい

いというふうになっているわけです。そうすると、９,０００万のうち６,８３０万ぐらい

ですから、９,０００万の金利というのは１％よりも遥かに低いと思っています。基準金利
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が０.０２５ですからね。幾らあれしても０.何パーセントだと。すると、その差額が、自

分の懐の中で動かすことができるということです。消防のほうで基金のほうに金利を払え

ば、銀行や政府機関に払わなくてもいいんだよ、というふうになるのではないかなと考え

ます。 

 そうしますと、１％というと１００万で１万ですかね。１,０００万で１０万ですね。６,

０００万だと６０万というような、そこら辺が、持っているお金の中で、自分の中でやり

くりができて、ほかへ出さなくて済むと、こういうふうになるのかなと思います。 

 一度、これについて今、反対とかそういうのではなくて、ご検討いただければありがた

いなと思いますが、いかがでしょうか。 

 

○議長（佐藤昇市）  管理課長。 

 

○管理課長（田所明）  今回の起債について、高規格救急車においては、以前の補助金

対応分の、対象事業費のうちの３分の１の１,０００万程度が、元利償還７０％で交付税算

入されることもありますので、議員さんが言われるように、利息のことだけ、多分そのと

おりなのですが、元利について高規格救急車においては交付税措置が一部されるというこ

ともありますので、負担の平準化と、一部そういうことで交付税算入などもありますので、

以前も、消防についてはそういう有利な起債がございますので、今後についてもその起債

を予定しております。 

 以上です。 

 

○１０番（渋井由放）  現金で買うとないんですか。現金で買うと補助金とかそういう

のはない。 

 

○議長（佐藤昇市）  管理課長。 

 

○管理課長（田所明）  起債をしたときの元利償還に対する７０％なので、当然、議員

さんが言われるようなことにはなってこないと。現金で購入した場合にはなってこないと。 

 

○１０番（渋井由放）  補助金はないということですね。わかりました。 

 

○議長（佐藤昇市）  １１番、小森議員。 
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○１１番（小森幸雄）  一般会計の中で、消防費で若干質問したいと思うのですが、災

害対応に対する、特殊水槽付ポンプ車、これはどういう機能を持った。普通の水槽付のポ

ンプ車は今でもありますからわかるのですが、私が考えるに、ひょっとするとこれは災害

時に給水車にもなるようなポンプ車なのかどうなのか。５,４００万近い車両ですので、詳

細な説明をお願いしたい。 

 それと、先ほどの説明の中で、消防署員の人件費の中で、９８名分という話があったの

ですが、こちらの資料を見ると９９名なのですが、１人の給料はどうなってしまうのか。

１人分が明確になっていないものですから、お聞きしたいと思います。消防学校の県から

給料をもらっているのか何なのか。 

 

○議長（佐藤昇市）  消防総務課長。 

 

○消防本部総務課長（車和則）  まず、災害対応特殊水槽付ポンプ車とございます。災

害対応特殊とは、国庫補助の対象規格をいいます。現在更新を予定しています車両、那須

烏山消防署配置の水槽付消防ポンプ自動車なのですが、これは平成１５年に緊急消防援助

隊に登録してございます。その車両の更新ということになります。 

 その規格ですが、最低限守らなくてはいけない規格でありまして、四輪駆動であること、

水槽は２,０００リットルの水槽であるということ、座席は５人以上のダブルシートである

こと、もう１つがホイールベースは３.５メートル以上であるということですので、ちょっ

と大型になることになります。 

 ご質問がありました飲料水という問題ですが、飲料水には適さないということになりま

す。 

 

○議長（佐藤昇市）  総務課長。 

 

○総務課長（澤村雅彦）  消防職員の人数でありますが、管理課長のほうで９８名とい

うことで説明をさせてもらいましたが、９９名で、訂正をお願いしたいと思います。正職

員が９８名になっておりますが、プラス再任用の職員が１名いますので、合わせまして９

９名ということで、人件費は給料のほうから出ますので、９９名分でお願いできればと思

います。 

 以上です。 
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○１１番（小森幸雄）  了解。 

 

○議長（佐藤昇市）  ほかに質問はありますか。 

 ５番、中山五男議員。 

 

○５番（中山五男）  ３、４点お伺い申し上げようと思います。まず一般会計の８ペー

ジを開きますと、このうちの雑入の中で、先ほど説明もあったのですが、栃木県消防学校

派遣職員の給与等負担金７３５万５,０００円があります。このお金はどこで負担してくれ

るのか、なぜ負担してくれるのか。負担先と負担する理由について、まず１点お伺いした

いと思います。 

 次に１５ページの衛生費ですが、ここからちょっと下に使用料、ここにショベルローダ

ーのリース料が１９４万４,０００円載っております。これは去年も同じ額が載っています。

これは、私は何年か前にもこのことを質問したような記憶があるのですが、機械の購入よ

りも、なぜリースのほうが安いのか。経済的なのか、この辺についてお伺いをしたいと思

います。 

 次に１６ページを開いていただきたいと思います。一番下の右に、委託費として訴訟事

務委託料があります。これは先ほどの補正予算で１２０万ほど減額しました。今年も１１

０万２,０００円計上しているわけですが、これは例の敦賀の最終処分場の関係なわけです

が、今、この裁判がどの辺まで進展しているのか、今後の見通しについておわかりでした

らお伺いしたいと思います。 

 あと、参考のためにお伺いしたいのですが、一般会計から病院会計への負担金、これは

幾つかに分かれているのですが、合わせますと５億７,５０８万８,０００円でいいのでし

ょうか。 

 以上です。 

 

○議長（佐藤昇市）  消防総務課長。 

 

○消防本部総務課長（車和則）  ただいまご質問をいただきました８ページの歳入の雑

入、栃木県消防学校派遣職員給与等負担金でございますが、現在、栃木県消防学校への派

遣教官は、県内の消防本部の輪番制により、毎年４名を四消防本部から派遣することとな

っております。輪番計画に基づきまして、平成３０年度から３年間、当組合消防職員１名
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を派遣し、その派遣職員の給与等を栃木県が負担するものでございます。 

 負担金の内訳につきましては、給料、期末勤勉手当、扶養手当などの給与費及び共済費

でございます。 

 以上でございます。 

 

○議長（佐藤昇市）  衛生センター所長。 

 

○保健衛生センター所長（澤村誠一）  １５ページのショベルローダーのリースにつき

ましてご質問がございました。ショベルローダーにつきましては、５年長期継続契約にお

きましてリース契約を行っており、平成３０年度はリース期間の４年目となります。１９

４万４,０００円を計上させていただいております。 

 議員ご指摘のとおり、リースと購入の比較につきましては、購入したほうが経費節減と

はなりますが、リースを行うことで年間１６万円ほど多く経費を要するわけでございます

が、各年度の予算の平準化ということで予算要求させていただいているということでご理

解をいただきたいと思います。よろしくお願いします。 

 

○議長（佐藤昇市）  事務局長。 

 

○事務局長（塩野目修一）  私のほうからは、裁判関係のことについてと、もう１つ病

院の繰入金のことについて、２点お答えしたいと思います。 

 まず裁判のことでございますが、いつ判決が出るかというようなことはちょっとわかり

ませんが、先行して裁判を行っておりました津山圏域の例を申し上げますと、第１回口頭

弁論から判決言い渡しまで、およそ１５回開催されております。当組合の場合、現在まで

４回開催されておりますので、先行した津山圏域の例から見ますと、まだ判決までは時間

がかかるのかなと感じております。 

 もう１つ、病院会計の一般会計からの繰入金の総額でございますが、議員ご指摘のとお

り、５億７,２０８万８,０００円で間違いありません。 

 以上です。 

 

○議長（佐藤昇市）  ５番、中山五男議員。 

 

○５番（中山五男）  今の訴訟の時間なのですが、１５回ぐらいかかるだろうと。その
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うちまだ４回なんですね。そうしますと、およそいつごろ判決が下るのか、見通しとして

お伺いします。 

 

○議長（佐藤昇市）  事務局長。 

 

○事務局長（塩野目修一）  津山圏域の場合を申し上げますと、津山圏域は平成２６年

１２月が第１回で、判決言い渡しがあったのが平成２９年１１月ということで、約３年間

かかっておりまして、当組合の場合ですと平成２８年１１月が第１回ですので、約３年か

かりますので、３１年の１０月とか１１月になるのかなと思っております。 

 以上です。 

 

○５番（中山五男）  はい、わかりました。 

 

○議長（佐藤昇市）  よろしいですか。 

 では４番、川上議員。 

 

○４番（川上要一）  一般会計予算の１５ページ、３款ごみ処理費の１５節工事請負費

ですが、９,９０１万ですね、これあの提案というか、質問があったと思うのですが、大規

模修繕費の後に１億円以上の工事請負費がかかっているということで、これはどうなんだ

ということがありましたが、これは毎年かかるものなのか。 

 それと、定期改修工事がこのようにかかるのですが、先ほど全員協議会で説明を受けた

ときに、中で燃やす水分が足りないものですから高温となって、修繕をしなければならな

いというような状況になっているということが説明に出ていたのですが、私は反対に、水

分を切って、ここへ持ってくる量を少なくしたほうがいいというふうに、町民には指導し

ていたわけですが、それは逆なのでしょうか。その点をお聞きしたいのですが。 

 

○議長（佐藤昇市）  衛生センター所長。 

 

○保健衛生センター所長（澤村誠一）  今、工事請負費についてのご質問がございまし

た。平成２９年度当初予算と比較しますと６７２万７,０００円の減ということで、今回９,

９０１万円ほど予算計上をさせていただいております。昨年度よりも減っているというこ

とで、まずご理解をいただきたいと思います。 
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 そのほかに、定期改修工事や、施設の同じものを定期的に改修工事しているものではな

くて、年度でいろいろ、その年度年度によって計画的にやってございますので、これもつ

け加えさせていただきます。今回はごみクレーン点検工事や、さらに、昨年度やらなかっ

たような定期改修工事もやっております。 

 さらに、水を切ってごみを持ち込んでいただくことは大変重要なことだと思いますし、

さらに分別することによりまして、炉の劣化、経費というものも削減できてくるのではな

いかと思いますので、減量と資源化ということで努めていければといいと思います。 

 

○議長（佐藤昇市）  川上議員。 

 

○４番（川上要一）  今、所長が言われたとおりのようなことを、市民、町民で実施し

て、幾分でもセンターの寿命が長くなるような、こんな方策を取って分別を完全にやって

いるわけですが、この１億円弱の修理費は毎年要るんですね。順次違った修繕をしている

ということで、説明を了解いたしました。 

 

○議長（佐藤昇市）  ほかにありませんか。 

 

〔「質疑なし」の声あり〕 

 

○議長（佐藤昇市）  ほかに質疑がないようですので、これで質疑を終わりにいたしま

す。 

 これより討論に入ります。討論はありませんか。 

 

〔「討論なし」の声あり〕 

 

○議長（佐藤昇市）  討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

 これより採決いたします。なお、採決は１件ごとに行います。 

 議案第７号 平成３０年度南那須地区広域行政事務組合一般会計予算の議決については、

原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

 

〔「異議なし」の声あり〕 
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○議長（佐藤昇市）  異議なしと認めます。よって、議案第７号 平成３０年度南那須

地区広域行政事務組合一般会計予算の議決については、原案のとおり可決いたしました。 

 続きまして議案第８号 平成３０年度南那須地区広域行政事務組合負担金の額及び負担

の方法については、原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

 

〔「異議なし」の声あり〕 

 

○議長（佐藤昇市）  異議なしと認めます。よって、議案第８号 平成３０年度南那須

地区広域行政事務組合負担金の額及び負担の方法については、原案のとおり可決いたしま

した。 

 続きまして議案第９号 平成３０年度南那須地区広域行政事務組合病院事業会計予算の

議決については、原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

 

〔「異議なし」の声あり〕 

 

○議長（佐藤昇市）  異議なしと認めます。よって、議案第９号 平成３０年度南那須

地区広域行政事務組合病院事業会計予算の議決については、原案のとおり可決いたしまし

た。 

 ここで暫時休憩いたします。再開を午後１時といたします。 

 

【休憩】（午後１２時０８分） 

【再開】（午後１３時００分） 

                                         

 

   ◎日程第１２ 一般質問 

 

○議長（佐藤昇市）  休憩前に引き続き再開いたします。 

 日程第１２ 一般質問を行います。一般質問の時間は３０分で、答弁の時間は区切りま

せん。残り５分になりましたらベルを鳴らします。また、３０分を超えた場合は制止いた

しますのでご了承願います。 

 では、通告に基づき、１０番、渋井由放議員の発言を許します。１０番、渋井由放議員。 
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〔 渋井由放議員 登壇 〕 

 

○１０番（渋井由放）  皆さん、こんにちは。ただいま議長より発言のお許しをいただ

きましたので、一般質問をさせていただきたいと思います。質問事項でございますが、減

災の取り組みについてということでございます。 

 平成２７年の９月に、関東東北豪雨災害がございました。この那珂川の隣でありますが、

鬼怒川において越水や堤防決壊等によりまして、浸水戸数は約１万棟、孤立救援者数は約

４,０００人となるというような甚大な被害が発生したところでございます。 

 これを受けまして、国土交通省では水防意識社会再構築ビジョンというものをつくりま

して、減災の取り組みといたしまして、洪水浸水想定区域を市町に通知をしたものでござ

います。これをよくよく見てみますと、保健衛生センターは浸水のおそれがあり、また那

須南病院についても、那須烏山市の水道施設が浸水して断水のおそれがあるというような

ことでございます。さらには、消防は災害対策に当たるという観点から、いろいろ対応を

迫られるのではないかと、このように思っております。 

 各組織での対策・対応はどのように進めているのかを伺うものであります。 

 以上、１回目の質問を終わります。 

 

○議長（佐藤昇市）  組合長。 

 

○組合長（川俣純子）  ただいま、１０番、渋井由放議員から、減災の取り組みについ

てのご質問をいただきましたので、お答えいたします。 

 まず１点目の、保健衛生センターの浸水対策でありますが、国土交通省の水防意識社会

再構築ビジョンに基づき作成しました那須烏山市の洪水・土砂災害ハザードマップ避難地

図によりますと、保健衛生センターの位置は大桶・白久地区内にあり、那珂川の洪水によ

る浸水は５０センチから１メートル未満の浸水測定区域に位置づけられています。 

 また、保健衛生センター周辺については５０センチ未満の浸水測定区域になっており、

このため、洪水による災害発生時には、職員の生命の安全を最優先し、速やかに指定され

た避難所への避難を行うことが最重要と考えております。 

 保健衛生センターで使用する車両やコンテナ等につきましては、早期の退避等の対策が

必要となりますので、洪水予報の的確な把握・確認を行うことが第一であると考えており

ます。特に、自力で移動できないコンテナ等は、その状況により委託業者との連携の上、

場内から搬出するなどして、対処してまいりたいと存じます。 
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 なお、栃木県及び県内全市町並びにごみ処理施設を有する一部事務組合において、災害

時の相互応援体制のため、栃木県災害廃棄物等の処理における市町村等相互応援に関する

協定書を、平成２０年３月２１日付で締結をしているところであります。 

 ２点目の、那須烏山市の水道施設が浸水により断水となった場合の、那須南病院の対策

でありますが、那須南病院では、断水の場合のみならず、非常時に備え、長期保存可能な

水及び食料を３日分備蓄しております。 

 また、受水槽には病院で使用する１日分の水を確保することが可能であり、電気につい

ては、無停電電源装置及び自家発電機により対応することとしております。 

 ３点目の消防の災害対策でありますが、消防は、洪水等の災害対応に当たるわけであり

ますので、水難救助訓練を実施して、被害軽減のために対策をしております。 

 昨年の５月に、消防、那須烏山警察署、那珂川警察署及び栃木県消防防災航空隊と合同

で水難救助訓練を実施しております。さらに７月には、国土交通省、県土木事務所、那須

烏山市、那珂川町、消防本部、両市町消防団、両警察署、建設業組合、社会福祉協議会、

地区住民等１５団体、約７００名が参加しての南那須地区総合水防訓練を実施しておりま

す。訓練内容は、住民への広報訓練、避難誘導訓練、水害対策本部設置訓練、救護所設置

訓練、堤防復旧訓練、土のう積み訓練、救出訓練、排水訓練等の実践的な訓練をしたとこ

ろであります。 

 大規模な洪水は避けることはできませんので、今後も継続的に訓練等を行いながら、那

須烏山市、那珂川町との連携を密にして、災害に対応してまいりたいと思っています。 

 

○議長（佐藤昇市）  １０番、渋井由放議員。 

 

○１０番（渋井由放）  答弁ありがとうございます。それでは再質問を細かくさせてい

ただきたいと思います。 

 保健衛生センターは上流にありますので、それほど深い浸水にはならないということで

ございますが、水の力というのは恐ろしいもので、浮力というものもありまして、物を浮

かせてしまうというようなことがあるかなと思います。 

 それで、今、車両等も動かすし、コンテナ等も動かすんだよというお話をいただきまし

たが、それに対するマニュアルというのはきちんとつくられてあるのか。また、コンテナ

を動かすとすればトレーラーなどが必要ですから、そういうトレーラーヘッドの対応がど

のようになっているのか、その辺のところももっと詳しくお話をいただければと思います。 
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○議長（佐藤昇市）  衛生センター所長。 

 

○保健衛生センター所長（澤村誠一）  議員のほうからマニュアルの作成の有無がござ

いました。マニュアルにつきましては、洪水等につきまして、特に作成してはおりません

が、コンテナや車両につきましては、そのような場合、重要な退避方法等必要になってく

ると思いますので、今後検討していきたいと思っております。 

 また、車両やコンテナ等の浮力の問題ですが、流されたりというようなことだと思いま

すが、そのような場合は、まず洪水予報、ダム放流の連絡等も衛生センターのほうに来て

おりますが、そのようなものを的確に把握しつつ、委託業者にお願いしまして、搬出、ご

みを長時間置かないような、コンテナ等を置かないような方法で搬出していくということ

に考えております。 

 なお、業者につきましては、ほぼ宇都宮市内から委託業者がありますので、１時間程度

で対応ができるのかなと思っております。 

 以上です。 

 

○議長（佐藤昇市）  １０番、渋井由放議員。 

 

○１０番（渋井由放）  例えばビンだとか衣類だとかペットボトルを置いてございます

ね。そういうものに対して、流される可能性があるというようなことがあるのではないか

なと思いますが、その辺のところはいかがですか。 

 

○議長（佐藤昇市）  センター所長。 

 

○保健衛生センター所長（澤村誠一）  今、衛生センターにはストックヤードの中にペ

ットボトルや雑誌、ダンボール、布団、布類、そういうものをストックしてありますが、

雨が降って洪水が起きて水かさが増えてくるまでには多少の時間はあると思います。時間

との戦いにはなるとは思いますが、普段からそのような処理業者、あるいは搬出する業者

と連携を密にして、なるべく早く場外へ搬出するようなことで考えていきたいと思います。 

 また、可燃ごみ等につきましては、前倒ししましてピットの中におさまるような方法で、

焼却処分をしていきたいと考えております。 

 以上です。 
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○議長（佐藤昇市）  １０番、渋井由放議員。 

 

○１０番（渋井由放）  もう一度整理整頓、精査をして、緊急に来たときにもすぐに対

応できるというようなところを確立していただければと思います。それは要望です。自分

ではできるよというお話ですが、もしできなかったらどうするんだという議論になってく

るのかなと思います。 

 それと、コンテナなどは、業者さんは各施設なのかなと思うんです。ウィズウェイスト

ジャパンとジークライト工業でしょうか、山形と草津のほうだということになりますと、

ちょっと遠いのかなと思います。近くの運送会社さんのほうでトレーラーヘッドを持って

いるようなところと下話でもしていただきながら、速やかに退去できるような形そのもの

を構築してみたらいかがかなとご提案をさせてもらいまして、次は那須南病院のほうへい

きたいと思います。 

 那須南病院につきましては、病院は厚生労働省の指導もありまして、備蓄の水やらそう

いうものを持っているというのは重々理解しているところですが、それがいま３日分と、

プラス、タンクにある１日分だというので４日分だというお話かなと思います。 

 この災害の想定区域で、どのぐらいで水が引くのだろうというところを見ますと、水道

施設、いわゆる浄水場がある城東地区は、４日間で水が引くというような形になっている

のかなと思います。それから立て直して給水できるまでには、水道課に確認はしておりま

せんが、今までも２回ほど水が乗っているそうです。前に聞いた話では、３日かかるんだ

よというように聞いた記憶がございます。 

 ということは、３日プラス１日ということで４日ですから、４日水につかって、早期復

旧するのに３日かかるということになると、当然、給水車が来て、優先的に対応してもら

うというようなことだとは思うのですが、もっと代替の、例えばあそこはもともと、聞く

話によりますと酒屋だったということでございます。酒屋ということは水が出るというこ

とで、水が出るのであれば、井戸というものも１つの方法ではないかと思うわけですが、

その点についてはいかがでしょうか。 

 

○議長（佐藤昇市）  病院事務長。 

 

○病院事務長（塩野目修一）  渋井議員がおっしゃるように、病院を維持していく上に

は、水というのは大変重要でございます。そのため、自家水といいますか、井戸の設置と

いうか掘削につきましては、十分今後検討させていただきたいと考えております。 
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○議長（佐藤昇市）  １０番、渋井由放議員。 

 

○１０番（渋井由放）  組合長にお尋ねをいたしますが、今の話を聞いて、病院には並々

ならぬお力を注ぎたいと、こういう政策でございますが、組合長としてはいかがですか。 

 

○議長（佐藤昇市）  組合長。 

 

○組合長（川俣純子）  もともとが、いい水がとれるところなので酒づくりをされてい

たところだと思いますので、もしもそういうことができるようでしたら、今後検討してい

きたいと思っております。いい意見をありがとうございます。 

 

○議長（佐藤昇市）  １０番、渋井由放議員。 

 

○１０番（渋井由放）  前向きに検討いただけるということで、洪水で困って、水はた

くさんあるのだけれど飲み水がないと。また、さまざまな検査をするにしても、血液をき

れいにするにしても、大量の水が必要だというようなところですから、逃げ遅れてしまっ

た、逃げてきた人が入ったのだけれど水がないんだわ、というのでは、これは話にならな

い。それが一番重要な点ではないかなというので、よくよくその辺をご検討いただいて、

前向きにお願いしたいと思います。 

 あともう１つは、井戸もさまざまな利用が。大きい井戸もあれば小さい井戸もあるとい

うことで、井戸を掘って水を供給するというだけではなくて、ある意味、地下は温度が一

定だということもありまして、地下の温度が一定なところを利用して、省エネのエアコン

なども出ております。 

 これから病院は大きく改修をしていく予定があると思っておりますが、水を供給するだ

けの井戸ではなくて、省エネに役立って、空調関係にも使えるというような井戸について、

今すぐ云々と答えをいただくわけではないのですが、そういうものもございますので、よ

くよく検討をいただければと思います。検討していただけるかだけ、答弁は結構なのでお

願いします。 

 

○議長（佐藤昇市）  病院事務長。 
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○病院事務長（塩野目修一）  十分検討させていただきたいと思います。 

 

○議長（佐藤昇市）  １０番、渋井由放議員。 

 

○１０番（渋井由放）  それでは、今度は病院の水道から下水にいきたいと思います。

病院のところまでは那須烏山市が下水道を持ってきております。その下水道の処理施設自

体が浸水区域になっているということで、いずれにしても、水が高ければ上から流れてい

かない。水が来ないからいいんだという話でもないと思うんです。 

 そうしますと、今の浄化槽を維持して下水につながないというのも、防災対策につなが

るのではないかなと思うのですが、下水につなぐような検討は当然、法律で決まっていま

すので、下水が来ればできるだけ早くつなぎなさいということになっていますが、今の話

を聞いて、どのようにお考えになっているか、お尋ねをいたします。 

 

○議長（佐藤昇市）  病院事務長。 

 

○病院事務長（塩野目修一）  下水道への接続につきましては、議員おっしゃるように、

３年以内にというような縛りがあることは十分承知しております。ただ、今現在、病院は

大規模改修、または人工透析の増床と、いろいろな重要案件を抱えている状況の中で、ま

だ位置の決定であるとか、そういったことが決まっておりませんので、今現在、下水道の

ほうに接続するとなると、その後、改修等によりまして、一度設置した配管を掘削しても

う一度やり直し等のおそれがありますので、今のところは、大規模改修、人工透析の増床

等の位置の決定等を踏まえてから、下水道には接続のほうを考えているところでございま

して、ただ、先ほどおっしゃったような、つながないで今のままの浄化槽でもいいのかな

というご質問については、検討したことは今までございませんでした。 

 

○議長（佐藤昇市）  １０番、渋井由放議員。 

 

○１０番（渋井由放）  下水道施設も浸水すれば当然使えなくなってまいりますので、

防災・減災の対応として、そういう方法があるのだというのを検討課題に乗せておいてい

ただければなと思います。 

 続きまして、井戸を掘ると、これは那須烏山市の議員なのであまり言えないのですが、

それを利用して、例えば透析というのはとても水を使うんだと。透析をする病院には災害
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対策としてしっかりとした水道をつけなさいというのが書いてあるというわけです。耐震

性をしっかりして、透析するところに水をきちんと送らないと、患者さんが困ってしまう

と。 

 そうしますと、変な話ですが、水道のかわりに井戸を使うということになると、水道料

金がかからないと、単純にそういうふうになるのかなと思います。そうすると病院の経費

も下がるというふうに、私はちらっと考えるところなのですが、その辺も、いわゆる費用

対効果といいますか、それも検討の課題の上に置いていただけないでしょうか、いかがで

しょうか。 

 

○議長（佐藤昇市）  病院事務長。 

 

○病院事務長（塩野目修一）  十分検討させていただきたいと思います。 

 

○議長（佐藤昇市）  １０番、渋井由放議員。 

 

○１０番（渋井由放）  費用をかけて、そういう方面でも改修できるというようなこと

も、幾らかですよ、全部改修できるかどうかわかりませんが、そういうこともございます

ので、できるだけ、全体の改修の中の一部ということもあるかもしれませんが、改修もで

きるということになれば、ある程度早目に検討していただいて、経費削減と防災・減災対

策になると、一石二鳥だというようなことではないかなと思います。それを踏まえて、こ

れからご検討いただいて、できるだけ速やかに、早く井戸に対しての対応をお願いして、

それでは次に消防のほうにいきたいと思います。 

 まず、消防としては水防訓練を。この水防訓練というのはいつもやっておりますしね。

建設屋さんなども入って、土のう積みだなんていうふうにやるわけですが、今回のこの浸

水域というのは、かなり広範囲という設定になっていると思うのですが、その辺の認識に

ついては、今までとは随分違うなと思っているかどうか、お尋ねします。 

 

○議長（佐藤昇市）  警防課長。 

 

○消防本部警防課長（菱沼則康）  ただいまのご質問ですが、国交省が平成２７年９月

にあった鬼怒川の決壊を契機に、水防災意識社会再構築ビジョンを打ち出しました。映像

で見る限り非常に凄い洪水であるというようなことは、皆さんも認識したと思いますし、
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私ども消防機関としても凄く認識を深めたところでございます。 

 国のほうでも、抑え込もうとするハード面の整備以外では、こういった洪水は気象状況

の変化などもありましてこれ以降も続くであろうと。ですから、ハード面ばかりではなく

てソフト面も充実させないといけないということで打ち出したところになります。 

 そんなところから、私どもも本当に、最終目標は逃げ遅れゼロというところを目指して、

地域の防災力、そういったものの力を借りながらやっていかなければならないなというこ

とを再認識いたしました。あの映像を見る限り、それから昨年も九州北部で豪雨がありま

した。私どもはそういったところに行きまして、とても安全な対応ができるわけがござい

ませんし、それから人的にも、全体的に足りません。洪水などは大きくなればなるほど、

すごい災害が同時多発的に起こってくるわけでございますので、そういったところを加味

しますと、逃げおくれゼロというところを目指して、早目の避難であるとか、そういった

ものを住民の皆様に周知していくということが十分必要であると考えております。 

 今後、訓練を通しましても検証しまして、どの程度の時間をかければ避難ができるのか

とか、そういったところも含めまして検討を進めていきたいと思っております。 

 以上です。 

 

○議長（佐藤昇市）  １０番、渋井由放議員。 

 

○１０番（渋井由放）  先ほどお話しいただきましたが、答申の内容は、施設の能力に

は限界があり、施設では防ぎ切れない大洪水は必ず発生するものだという答申になってお

りまして、テレビでも、逃げるは恥だが何とか、なんていうのがはやっていましたが、ま

ず逃げるということ、あと、その中に特に大きく書かれているもの、弱者の方を一体どう

やって救うんだというようなことでございます。地域の防災力を生かして、それを訓練し

ながらやっていくのだということでございますが、最後に頼るのはやはり救急隊なのかな

と思うところであります。 

 救急隊の訓練はしっかりなされていると思われますし、設備もそれなりに揃っていると

思うのですが、これだけ大きい災害ということになると、ある程度準備をしておかなけれ

ばならない設備等があるのではないかなと、勝手に思っているわけです。例えばゴムボー

トのようなものとか、船のようなものとか、そういうものを必要としないのかどうか。し

ないということはないと思うのですが、あまり高いものは買えないとは思いますが、そう

いう水防に対する設備、また人的な問題、人はあまり増やしたら大変なのですが、その辺

については、人手不足、機材不足で対応ができないというのではしょうがないのかなと思
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うのですが、今ある能力では限界があるのか、今ある能力で非常に大きい災害が来たとき

に対応ができるのか、というか、対応するしかないのだということなのでしょうが、その

辺ちょっとお聞かせいただければと思うのですが。 

 

○議長（佐藤昇市）  警防課長。 

 

○消防本部警防課長（菱沼則康）  今ある人員、設備等で災害に対応できるのかという

ことでございますが、正直言って、映像で見る限りの大きな災害については、人的にも設

備的にも、可能であるとは私の口からは申し上げられません。ただ、それで対応できるか

どうかを判断しながら対応していくしかないというようなところであると思います。 

 この水防、洪水というものは、ある程度予測がつくものでございます。地震とは違いま

す。ですので、洪水の３日前であるとか１日前、半日前、それからある程度接近してきま

して３時間前とか、そういったところになりますとそれなりの準備時間があります。 

 水防に関しましては、各市町の水防計画に基づいて、私どもはどちらかというと災害が

発生したときに対応するようなことにはなるのですが、本質的には水防計画のもとでやっ

ております。ですので、私どものできる、要は逃げ遅れゼロというところを目指すために

は、早目の避難を呼びかけるための巡回といったもの、それに基づいた助言みたいなもの

をする予定でございます。 

 

○議長（佐藤昇市）  １０番、渋井由放議員。 

 

○１０番（渋井由放）  今ちょうどお話が出ましたが、地震は途端にやってきますが、

水に関しては、多少狂うときもあるのですが、ある程度の予測ができるところがある。そ

うしますと、早目早目の対応で大きな災害を減らすことができるということでございます。

それで、できるだけ早く避難をしていただく、そのためにはできるだけ早くお知らせをし

なければいけないというようなところで、市や町と一体となって物事に当たっていただき

たいと思うところでございます。 

 ところで、広域行政事務組合の市町には、この洪水域とかそういうものは通知をされて

あるのですが、広域行政にはこういう通知はなかったのでしょうか。 

 

○議長（佐藤昇市）  総務課長。 
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○総務課長（澤村雅彦）  議員おっしゃるとおり、広域にはこの通知は来ておりません。 

 

○議長（佐藤昇市）  １０番、渋井由放議員。 

 

○１０番（渋井由放）  直接通知がないとすれば、市や町から、こういうものが来たの

だというような、人伝いの間接的という表現でいいかどうかわかりませんが、そういうも

のは来ておりますか。 

 

○議長（佐藤昇市）  総務課長。 

 

○総務課長（澤村雅彦）  市町からも間接的には来ておりませんので、今後、密に市町

と連絡をとりまして、そのような通知が来たときにはこちらにもいただけるように対処を

していきたいと考えております。 

 

○議長（佐藤昇市）  １０番、渋井由放議員。 

 

○１０番（渋井由放）  私はこの前の一般質問で、障害者優先調達推進計画を立てるん

ですよというようなことをやりました。そのときにちらっと聞いた話では、市や町から、

そういう法律ができたんだよ、だからこういうことをやらなきゃならないんだよ、という

ような連絡というか通知みたいなものはあっただろうと聞いたところ、いやなかったんで

すよという話でございます。 

 私は障害者優先調達推進法に関しては、４月から施行なのですが、１２月から一般質問

をさせていただいて、那須烏山市はしっかりやっていて、まさかここにその内容が届いて

いないとは思っておりませんでしたが、また今回、この一般質問でこれを聞いてみたら、

これも来ておりませんと。 

 組合長は、やはり広域連携をしっかりとってやるんだという、特に消防や病院という、

人の命にかかわるような要のところを広域行政にお願いして、組合長としてもやっている

ということで、各市または町から、さまざまな通知をきれいに流して、各連携をして、こ

こでも早急に対応しなければならないというようなことを、今後対応をしていかなければ

ならないのであろうと思っておりますが、その辺についてのご意見をお伺いしたいのです

が、いかがですか。 
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○議長（佐藤昇市）  組合長。 

 

○組合長（川俣純子）  確かに配慮が足りなかったと思います。今後とも、連絡を密に

とって、協力の体制をしていきたいと思います。ご指摘ありがとうございます。 

 

○議長（佐藤昇市）  １０番、渋井由放議員。 

 

○１０番（渋井由放）  市民の皆さんの命や財産をしっかり守っていかなければならな

い。それは市や町だけではなくて、それに一緒にやっている広域行政とも本当に密に連絡

をとって対応をしていく。法令やそういうものが変われば、またこっちに通知を出したり、

新しくこういうビジョンが出れば出すというようなことで、本当に一体になった、我が家

などは家庭内別居みたいになっていますが、どうもそれに近いような感じではないのかな

と思います。 

 ぜひ、市民のために、町民のために全力を尽くして、皆さんに頑張ってもらいたいとい

うふうにお願いをいたしまして、一般質問を終わらせていただきます。ありがとうござい

ました。 

 

○議長（佐藤昇市）  以上で渋井由放議員の質問は終わりました。 

 ここで暫時休憩します。再開は１時５０分にします。 

 

【休憩】（午後１３時３７分） 

【再開】（午後１３時５０分） 

 

○議長（佐藤昇市）  休憩前に引き続き再開いたします。 

 ７番、益子明美議員の発言を許可します。７番、益子明美議員。 

 

〔 益子明美議員 登壇 〕 

 

○７番（益子明美）  ７番、益子明美です。通告書に基づき、２項目について一般質問

を行います。 

 まず初めに、ごみ処理施設整備スケジュールについて伺います。約２年ほど前になると

思いますが、前回議会で示されましたスケジュールでは、基本構想は平成２９年９月まで



51 

 

に示される予定でした。その後議会に示されておりませんでしたので、質問させていただ

こうと考え、項目に入れましたが、本日、基本構想は全員協議会で示されたところであり

ます。 

 本日示された基本構想案では、新しい処理施設の稼働を平成３９年度とされております

が、大きな部分でのスケジュール変更はないと思いますが、細かいところでの遅れがある

と思いますので伺っておきます。 

 次に、当初示されたスケジュールでは、建設候補地は既に２次、３次選定に入り、３０

年度には地元協議に入ることになっていましたが、予定どおりに協議に入ることができる

のか伺います。 

 次に、一般廃棄物処理施設整備基本構想検討委員会の中では、施設の規模や財政面の検

討は当然されていると思いますが、どのように検討されたのかお伺いいたします。 

 次に、組合長におかれましては、行財政改革の推進を掲げ市長に当選されました。那須

烏山市の３０年度の当初予算にも政策として反映されていることは評価されるべきことと

思います。そこで、このごみ処理施設等の整備事業は、今後の広域行政の中でも一番の財

政負担となる重要課題であり、その整備費の圧縮には率先して取り組んでいただきたく考

えます。組合長はこの整備事業、ごみ処理施設等の建設について、どのようなお考えを持

っているかお伺いいたします。 

 次に、那須南病院について伺います。病児保育が開始され丸１年以上がたち、乳幼児を

抱える保護者にとっては、安心して育児と仕事が両立でき、喜ばれている事業であると思

っておりますが、現状と、もし課題があればお伺いいたします。 

 次に、那須南病院の医師の確保は、病院の経営に関する重大な課題であります。現在の

医師確保のための取り組みはどのようになされているか伺います。 

 次に、組合長は産婦人科や婦人科などの新しい診療科の新設の考えをお持ちのように聞

いておりますが、今後そのような検討はされていくのか伺います。 

 以上、１回目の質問といたします。 

 

○議長（佐藤昇市）  組合長。 

 

○組合長（川俣純子）  ただいま、７番、益子明美議員から、ごみ処理施設整備計画に

ついて、及び那須南病院について、２項目にわたりましてご質問をいただきました。順番

に従いましてお答えいたします。 

 まず１項めのごみ処理施設整備計画についてのご説明を申し上げます。 
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 １点目の、ごみ処理施設整備計画の整備スケジュールは予定どおり進んでいるかについ

てでありますが、施設整備基本構想の策定が６カ月ほど遅れておりまして、現在パブリッ

クコメントを実施しており、今年度中には策定の予定であります。 

 ２点目の、建設候補地は絞られてきているのか、また、今年の９月までに地元協議に入

ることはできるのかについてでありますが、現在、建設候補地の選定手順、基本的条件及

びスケジュールにつきましては、正副組合長会議におきまして協議を行ったところであり

ます。建設候補地につきましては、今後設置予定の建設候補地選定委員会におきまして絞

り込みを行い、平成３１年８月までに最終候補地を選定し、その後、地元との協議に入る

ことで予定しております。 

 ３点目の、基本構想検討委員会では施設規模や財政面の検討はされたのかについてであ

りますが、先ほどの全員協議会の中で担当室長より説明をいたしましたように、ごみの減

量化及び資源化を進めていく場合の幾つかのパターンにより、施設規模や財政面の検討を

したところであります。また、今後策定予定であります施設整備基本計画におきましても、

さらに施設規模、財政面等の検討をいたす予定であります。 

 ４点目の、組合長は建設についてどのような考えを持つかについてでありますが、今後、

構成市町とも人口が減少していくと推計される中、また財政も厳しい中ではありますが、

ごみ処理施設は、衛生的で快適な生活を送る上で必要な施設であります。 

 また、ごみ処理施設は稼働から２７年が経過しており、基幹改良工事を実施しましたが、

随所に老朽化が目立ち始めておりますので、新たな施設を整備する必要があるとは存じて

おります。新たな施設の整備に当たりましては、地域住民及び事業者のご協力により、さ

らなるごみの減量化及び資源化を図り、本圏域におきましても最適な処理施設を目指すと

共に、地域コミュニティの場、環境教育や情報発信の拠点などとして、地域住民に親しま

れる施設となるよう整備を目指してまいる所存であります。 

 次に２項目めの那須南病院について、ご説明を申し上げます。 

 １点目の、病児・病後児保育が開始されてからの現状と課題についてでありますが、病

児・病後児保育につきましては、那須烏山市病児保育事業を那須南病院が委託を受ける形

で実施しております。開所日は平成２９年４月からで、利用者数は１月末までで現在５４

名であります。自治体別の利用状況ですが、那須烏山市が３７名、那珂川町が５名、その

他１２名となっております。なお、課題でありますが、現在のところスムーズに事業が行

われておりますので、大きな課題は特に感じておりません。 

 ２点目の、医師確保の取り組みについてでありますが、病院の安定的な経営及び医療の

提供には医師の確保が大変重要でありますので、私自ら、年に数回、栃木県、自治医科大
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学、獨協医科大学に出向き、医師の派遣要請を行っております。病院長も自治医科大学と

のパイプを生かし、医師確保に努めております。また、平成２９年１０月からは、自治医

科大学に寄附講座を設け、医師の公募も行っております。 

 ３点目の、新しい診療科の新設についてでありますが、新しい診療科を設けるためには、

新たな診療スペース、新たな医師が必要となりますので、これらの場所、人を確保して初

めて新しい診療科を設けることが可能となります。 

 私も市議会議員時に婦人科の設営を要望してまいりましたので、本当に欲しいと思って

おります。この地域の産婦人科もありませんし、婦人科もありませんので、早急に欲しい

と願っておりますが、なかなかこれは現実的に難しいので、病院の改修または新しい科が

できるような状況ができましたら、即座に対応していきたいと思っています。 

 ただ、今のところ診療科を設けることは、前向きに検討することしかできませんので、

質問の趣旨にすぐには対応できませんで申しわけありません。 

 なお、地方の医師不足の状況の中、那須南病院が地域住民の医療ニーズに対して、真っ

当とした全ての診療科を設置することは少し難しいことかと思っています。簡単ではない

のですが、なるべく前向きに進めていきたいと思いますので、ご理解のほどよろしくお願

いいたします。 

 

○議長（佐藤昇市）  ７番、益子明美議員。 

 

○７番（益子明美）  ご答弁いただきありがとうございました。再質問をさせていただ

きたいと思います。 

 整備スケジュールの件ですが、３９年に稼働ということは当初から言われていたことな

ので、この時点までに遅れを取り戻した形で進んでいくという理解でよろしいのかなと思

っています。 

 それで、建設候補地については、なかなかまだ思うように進んでいないというところで、

正副組合長会議等で調整されているところであると思うのですが、この委員会の中で、候

補地の件は、その選定のプロセスをオープンにすべきだという意見が委員の方から出され

ています。基本構想の検討委員会で、その点については候補地選定委員会をつくって検討

していくというようなお答えでありましたが、やはり、どこに候補地があって、そこの予

定地の近隣住民の方が納得していくためには、やはりきちんとしたプロセスの手順と情報

の透明性が確保されなければならないというふうに私も思っているのですが、この辺につ

いて、組合長のお考えをお伺いしたいと思います。 
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○議長（佐藤昇市）  組合長。 

 

○組合長（川俣純子）  候補地の選定につきましては、今のところ説明は十分にしてい

きたいと思っています。ただ、まだ決定ではないので、何個か……ちょっと待ってくださ

い、事務的なことは総務のほうで答えてもらいます。 

 

○議長（佐藤昇市）  施設整備室長。 

 

○施設整備室長（澤村雅彦）  ただいま益子議員から言われました、きちんとしたプロ

セス、透明性というお話でございますが、やはり建設候補地の選定につきましては、慎重

に、丁寧に、迅速に進めていかなければならないと考えているところでございまして、た

だ、問題は、塩谷広域さんを例に出すと大変失礼になるわけなのですが、ある程度候補地

が決まった段階で４カ所を公表した段階で、そこで反対運動が起きてしまったということ

がありまして、そこから塩谷広域さんは８年、今の建設予定地に決まるまでかかったとい

う経緯もありますので、その辺は、建設候補地選定につきましては、情報開示の部分もで

きる限り公開はしていく予定でありますが、最終候補地が決まった段階で公表をさせてい

ただきたいと考えているところでございます。 

 以上です。 

 

○議長（佐藤昇市）  ７番、益子明美議員。 

 

○７番（益子明美）  課長の言っていることはよくわかります。反対運動につながって

いかないような形をとるというのが一番なのですが、ただ、複数候補地が選定されるわけ

ですよね。その中で、コスト面とか環境面とか環境影響評価などを含めた評価項目を点数

化した、そのプロセスというのは、それは公表すべきであると思うんです。どこの地点と

いう名前は出さなくても、いまこういったことで評価をしていっていますよという、その

中間の部分はきちんと踏んでいくべきだと思いますが、それはどう考えていますか。 

 

○議長（佐藤昇市）  施設整備室長。 

 

○施設整備室長（澤村雅彦）  プロセスでございますが、基本的に候補地の選定につき
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ましては、第１次選定につきましてはコンサル業者のほうに委託をするということで考え

ております。その後、候補地の絞り込みにつきましては、先ほどお話をさせてもらいまし

た建設候補地選定委員会のほうで段階的に絞り込みをしていくということで考えておりま

して、最終的には正副組合長会議でご決定をいただく予定としているところでございまし

て、どうしても、先ほど言いましたように、慎重に対応しなければならない問題でござい

ますので、そのプロセスにつきましても、公表できる部分につきましては公表をさせてい

ただければと考えているところでございます。 

 以上です。 

 

○議長（佐藤昇市）  ７番、益子明美議員。 

 

○７番（益子明美）  どの段階でオープンにできるのかというのは、すごく微妙なとこ

ろではありますが、ただ、最終的にここが候補地だということで出されたときに、その地

域の近隣住民が納得できるような材料を揃えておかなければ、やはり、どんな地域であっ

ても、そこの候補地に当たっても、なかなか同意を得られないという方向に行ってしまい

ますので、そこの公平性といいますか、透明性というのは担保していただきたいと思いま

すので、よろしくお願いしたいと思います。 

 それから、今日示された基本構想の中で、全員協議会の中でも何点かやりとりをさせて

いただいたところでありますが、一番最初に示されたスケジュールの中で、施設規模がエ

ネルギー回収型廃棄物処理施設は、１６時間稼働で５０トン、リサイクル施設は５時間稼

働で１８トン、それからし尿処理施設は１日４５キロリットルといった案で、公設公営と

いう形で議会は示されました。 

 そういった面で、委員会の中できちんと精査されて、規模を小さくされてきたというの

は評価に値するところだと思っていますが、この中で、最初、この規模で７０億という金

額が、確か出ていたような。私も確かではないのですが。ただ、規模が小さくなりました。

それでもやはり今回示されたトータルの金額は６６億であります。 

 この辺の、施設の事業費の設定の仕方というか、そこがやはり最初に示されると、そこ

が基準になってどんどん上がっていってしまうんです。下がるということはなかなか難し

いんです。ですから、なるべくここの事業費を最初に下げて、ハードルを低く設定して、

そこに参入してくる事業者にとっては厳しい選定を設けていただきたいと思っています。 

 先ほど、４１億４００万円という、３６トンで４１億４００万円ということで、トン当

たりが１億１,４００万円という、私にとってはとても高額なごみ処理施設という認識です。
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私たちが勉強会を開いて、そのときに勉強したときは、５０トン以下の施設というのはと

てもコスト高になるということは把握しているのですが、全体的な処理施設の平均的な１

トン当たりの価格は５,０００万というふうに出されていたと思います。それよりも圧縮で

きるのではないかというような、そのときの先生の話でしたが、時期的な部分とか、材料

高騰とか、いろいろ考えましても、この１トン当たり１億１,４００万というのはすごく高

いと思います。 

 先ほど、トン当たり１億１,４００万円の事業費の概算をどういうふうにしたのかを聞き

ましたら、２５年から２７年の施設の実勢価格を平均化したものという、５０トン以下で

すね、お話があったのですが、どのくらいの施設を調査されて、その施設がどういった入

札経過、または随意契約によっても全然金額が変わってきますよね。その辺を、どういっ

た抽出方法でこの事業費を出してきたのか、そこをまずお伺いしたいと思います。 

 

○議長（佐藤昇市）  施設整備室長。 

 

○施設整備室長（澤村雅彦）  １トン当たりの単価でございますが、これにつきまして

は都市と廃棄物という冊子が出されておりまして、そこでまとめられたものの、先ほど言

いました平成２５年から平成２７年度の３カ年の４９トン以下の平均単価が１億１,４０

０万円であるということでありまして、そのほか、先ほど申し上げましたように、４９ト

ン以下、５０トンから９９トン、１００トン以上の施設の区分を調べまして、参考に申し

上げますと平成２７年度の全国的な建設件数は全部で１４件でありまして、１００トン以

上が６件、５０トンから９９トンが４件、４９トン以下が４件ということで、全部で１４

件になるのですが、そのときの単価が、４９トン以下が１億２,３１０万円、５０トンから

９９トンが８,８７９万７,０００円、１００トン以上が７,０９９万９,０００円という数

字でして、これを参考に、金額のほうは出させていただいたところでございます。 

 すみません、参考に、４９トン以下の平成２３年から２７年度までの１トン当たりの価

格を申し上げたいと思います。平成２３年ですと６,０８７万、平成２４年度が１億３,７

４３万５,０００円、２５年が１億１,４３４万１,０００円。平成２７年度の４９トン以下

は１億２,０３９万円です。 

 

○議長（佐藤昇市）  ７番、益子明美議員。 

 

○７番（益子明美）  ２５年から２７年の４９トン以下の施設って、一体何件あったの
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ですか。 

 

○議長（佐藤昇市）  施設整備室長。 

 

○施設整備室長（澤村雅彦）  まず平成２５年度が３件、平成２６年度が１件、平成２

７年度が４件の、８件になります。 

 

○議長（佐藤昇市）  ７番、益子明美議員。 

 

○７番（益子明美）  この８件のうち、それでは、当初の予定では、南那須広域のこの

ごみ処理施設はストーカ方式を採用するという話でありました。このストーカ方式の概算

事業として、この事業費を計算したのか、それとも、いまおっしゃった８件を横並びにし

て平均値を出したのかというところなのですが、その辺はいかがですか。 

 

○議長（佐藤昇市）  施設整備室長。 

 

○施設整備室長（澤村雅彦）  ８件を横並びにして出させていただきました。 

 

○議長（佐藤昇市）  ７番、益子明美議員。 

 

○７番（益子明美）  そうしますと、ストーカ式と、流動式とかＲＤＦ炭化施設とかガ

ス化改質方式とか、いろいろな方式があったりして、それがごちゃまぜの中で横並びにな

ると、どうしても事業費が上がるんです、これは絶対。 

 ですから、南那須広域はストーカ方式ということを前段で言っていて、それに合った事

業の概算事業費を出すべきだと思いますが、それはいかがですか。 

 

○議長（佐藤昇市）  施設整備室長。 

 

○施設整備室長（澤村雅彦）  処理方式につきましては、以前ストーカ方式というお話

はさせていただいたところなのですが、最終的には、平成３２年、３３年と策定予定の施

設整備基本構想の中で決めさせていただければと考えているところでして、もう少し詳し

くこのデータを調べればよかったところなのですが、いま現在は、申しわけないのですが
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この程度しかわからない状況ということでご理解いただければと思います。 

 

○議長（佐藤昇市）  ７番、益子明美議員。 

 

○７番（益子明美）  そうしますと、３３年の基本計画の中で、きちんとした事業費が

出てくるという理解でよろしいですね。そうしますと、できれば、一番この南那須広域に

合った方式で、かつ安い方式で概算事業費を出していただくべきだと思います。 

 この４１億４００万というのが今現在出ますと、これがとてもひとり歩きするのかなと

思います。これ以上に上げないという考え方があるのかどうか、まずそこをお伺いしたい

と思います。 

 

○議長（佐藤昇市）  施設整備室長。 

 

○施設整備室長（澤村雅彦）  この単価につきましては、消費税も８％の単価でありま

して、消費税が１０％になったときにはさらに上がるかと思います。 

 広域行政といたしましても、先ほども概要版のほうで説明させていただきましたように、

構成市と町のほうと、できるだけごみの減量化・資源化に取り組んでいきまして、できる

だけコンパクトな施設の建設を目指していきたいと考えてございますので、ご理解のほう

をお願いできればと思います。 

 

○議長（佐藤昇市）  ７番、益子明美議員。 

 

○７番（益子明美）  できるだけ、やはりコストを抑えるということが大前提だと思う

んです。人口減の南那須広域地域ですから。どんどんごみも減るのは当然なんです。です

から、そんな大きな焼却炉は要らない。設備も大きな設備でなく、循環型社会といえども、

いろいろな附帯設備を取り入れないで、コスト削減だけ求めていただければと私は思って

いるので、その辺も考慮しながら、今後の基本計画に移っていただければと思うのですが、

先ほどからお伝えしている勉強会の中で、一番大切なのはコンサルの選び方だと。コンサ

ル次第で価格は上がったり下がったりするということはとても言われております。 

 この基本構想を策定するに当たって契約したコンサルと、次の基本計画のコンサルとい

うのは同じと考えているのでしょうか。 
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○議長（佐藤昇市）  施設整備室長。 

 

○施設整備室長（澤村雅彦）  基本構想のコンサル業者の選定につきましては、指名競

争入札によりまして９社を指名し、７社が応札いたしまして、そこから１社を選定したわ

けでございます。施設整備の基本計画につきましては、また新たに業者を選定することで

考えています。 

 

○議長（佐藤昇市）  ７番、益子明美議員。 

 

○７番（益子明美）  それは当然そういうふうにお考えいただいていると思ったので、

一応確認させていただいたのですが、コンサルの選定というのは、各業務ごとに入札・選

定することが国の基準となっていると。基本計画、基本設計業務と発注者支援業務、それ

から設計施工管理業務に係るコンサルタントはそれぞれ入札・選定することを義務づけて

いるとなっておりますので、これはきちんとしていただけるようによろしくお願いいたし

ます。 

 それから、この委員会の中でもそうですが、スケジュール上でＰＦＩ事業としても検討

していくという形になっております。当然、ＰＦＩ事業でＢＴＯ方式がいま、盛んに行わ

れています。設計、施工、管理、運営までするとなると、塩谷広域のように莫大な予算が

出てきて、最終的に広域の議会の否決などというふうになってしまうのを避けていただき

たいと思うんです。 

 そのＰＦＩ事業はどういうふうに、この広域にとってどういう形が望ましいということ

で臨んでいくのか、まずお伺いしたいと思います。 

 

○議長（佐藤昇市）  整備室長。 

 

○施設整備室長（澤村雅彦）  施設の運営方法につきましては、平成３２年にＰＦＩの

導入可能性調査というものを実施したいと考えているところでありまして、公設公営がい

いのか、塩谷広域さんのようにＤＢプラスＯがいいのか、ＤＢＯがいいのか、あとＰＦＩ

がいいのか、その辺につきまして調査研究をさせていただければと思っているところです。 

 以上です。 

 

○議長（佐藤昇市）  ７番、益子明美議員。 
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○７番（益子明美）  これから導入の可能性の調査に入るということですので、ここで

はこのぐらいにとどめたいと思いますが、その辺も、管理運営まで入ると、運営が果たし

てこういった小規模の施設に合っているのかというところは大いに疑問でありますので、

その辺はしっかり調査をしていただきたいと思います。 

 それから、組合長のお考えをお伺いしたわけですが、こういった施設は必要なもので、

きちんと整えていかなくてはいけない、建設推進ということでのお立場の発言だったかと

思うのですが、前回、２年ほど前に、一般質問の中で考え方をお伺いしたときに、当時の

大谷組合長は、２５年に隣接する那須広域、塩谷広域及び芳賀広域において共同処理につ

いてのアンケート調査をしたと。そのときに、各広域とも受け入れはできないとの回答が

あって、理由は地元との協定により受け入れできない、さらには広域化はできないとか、

施設の処理能力に余裕がないという考えだったということです。 

 そのアンケートはいただいたのですが、２６年には那須広域と塩谷広域を事務局長、管

理課長及び担当課長が共同処理について訪問して、またお話をされたということなんです

よね。 

 基本構想ができて、３９年の稼働を目指して新設するという方向性なのですが、組合長

も新しくなられたことですし、もう一度正副組合長レベルで、ぜひ他広域のほうに広域連

携を持ちかけるお話をされるのがいいのではないかと。ここでもう一度、なかなか南那須

広域で７０億以上からの予算を出して、新しいごみ焼却施設を長年にわたって設営管理し

ていくのは大変なことだというお考えがあるのだったら、そういったことも必要かと思う

のですが、いかがお考えになりますか。 

 

○議長（佐藤昇市）  組合長。 

 

○組合長（川俣純子）  確かに、そういうものもあると思います。まず、かなり迷惑施

設というか、それをほかの地域に頼むということは、相当こちらも予算的なものや経費を

かけていくことになると思います。だから、自分のところで自前に持っていて、それでい

いことなのか、ほかにお金だけで委託するのか、その辺も検討していくことができるかと

思います。 

 組合長が私にかわりましたから、急に相手が大丈夫だと言うことはほとんどないと思い

ます。ただ、一応、頼みに行ったりということは幾らでもできると思います。そういうの

が仕事だと思っておりますので、伺いたいと思いますが、いい結果が出るかどうかはちょ
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っと保証しかねますので、相手方がありますことなので、その辺はご配慮いただけるとあ

りがたいと思います。 

 

○議長（佐藤昇市）  ７番、益子明美議員。 

 

○７番（益子明美）  ２６年度には、なぜかわからないのですが芳賀広域には行ってい

ないんですよね。私は、前回の質問の後に、益子町の法師人副町長とお話しする機会があ

って、いや実は南那須広域はこういった施設をつくらなくちゃいけなくて大変なんですけ

ど、芳賀広域の見学をさせていただいたときに、随分余力があるようなので、ほかから受

け入れるというようなことは、事務レベル担当者会議等で、一旦はお断りされているので

すが、可能なことなのでしょうかと言ったら、おそらく可能じゃないの、みたいな感じで、

軽く。そのときは軽く言われただけの話かもしれないのですが、政治的判断というか、き

っちりここで基本構想のうちに最終的なそういう確認を今一度していただくのがいいのか

なと思います。それが本当にだめだったら、これは本当に進めていかなくてはいけない、

最終的な判断の時期と思っていますので、ご尽力いただければと思うのですが、その辺は

要望させていただきたいと思いますのでお願いします。 

 ごみ焼却場の件はこれぐらいにして、那須南病院の件についてです。 

 病児保育のお話は、順調に進んでいるということだと思うのですが、その他ということ

で、那須烏山市と那珂川町以外のその他の１２名というのは、どのような地域から来てい

らっしゃるのか、お伺いしたいと思います。 

 

○議長（佐藤昇市）  病院事務長。 

 

○病院事務長（塩野目修一）  その他の１２名の内訳でございますが、高根沢町が３名、

矢板市が８名、真岡市が１名であります。この方々はいずれも市内に事業所がある方でご

ざいます。 

 

○議長（佐藤昇市）  ７番、益子明美議員。 

 

○７番（益子明美）  わかりました。ありがとうございます。ちょっと那珂川町の利用

者が少ないのが気になったのですが、それだけ子供が那珂川町は少ないのかなという、理

由というのはわからないですよね。はい。了承いたしました。 
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 それから、医師の確保の件ですが、組合長自らが自治医科大や獨協医科大学にご足労い

ただいていると思います。病院長を初め、統括管理官などにも大変お世話になりながら医

師確保に取り組んでいただいていると思うのですが、ここの那須烏山市と那珂川町出身の、

医大を出た研修医さん、それから医師が、かなりの人数いると思うんです。そういった方

たちがこちらに戻ってくるということも、可能性の中にはあるのではないかと思っていま

す。そういった方たちを一件一件当たってお話されていくということも、一つ必要ではな

いかなと思っているのですが、組合長はいかがお考えですか。     

 

○議長（佐藤昇市）  組合長。 

 

○組合長（川俣純子）  確かに大切だと思っています。私も何名か知っているので、本

人にはなかなかお会いできないのですが、ご両親にお会いしたときは必ず、戻ってきてく

ださいと。勤めていただけたらありがたいというふうに伝えております。なかなか、若い

うちは、ここの地元にも帰ってこられないほど、緊急をやっていたりとか、救急の部門に

いたりして、戻ってくることもできないような方も多いので、できたら戻るときは必ず那

須烏山に来て、那須南病院に勤めてくださいとは、ご両親には伝えております。本人に会

ったときも言っていますので、一応そのほうは努めているつもりでございます。よろしく

お願いいたします。 

 

○議長（佐藤昇市）  ７番、益子明美議員。 

 

○７番（益子明美）  そういったお話をされているというところだと思うのですが、そ

れが、地元ですから、帰ってきたくないということはないと思うんです。地元に貢献した

いとか、ふるさとであったり、家族がいたりということから考えると。ただ、研修先だっ

たり、大学の関係があったりするので、なかなか帰ってくるプロセスが難しいのかなと、

よくわからないのですが素人ながら考えます。 

 そういった、この南那須地区の出身の方が、那須南病院に就職できるには、どういった

プロセスが必要なのか、どうしたら戻ってこられるのかということを、病院の中で考えて

いただくということはできないのでしょうか。 

 

○議長（佐藤昇市）  病院長。 

 



63 

 

○病院長（宮澤保春）  ぜひ考えてまいりたいと思います。中々、地元にどういう方々

がおられるのかという情報が、まず我々のほうにいただけるような仕組みを、ちょっとつ

くっていきたいと思いますが、ぜひ皆さんのご協力をよろしくお願いしたいと思います。 

 

○議長（佐藤昇市）  ７番、益子明美議員。 

 

○７番（益子明美）  そういった情報を広く収集していただいて、ぜひ地元に。私も結

構声をかけているんです。那須南病院に帰ってきませんかという声をかけているのですが、

でも具体的に、本人にしたら、どうやって帰ってこられるのかなと。どうやってそこにた

どり着けるのかなというのがわからないと、その一歩が踏み出せないということがあると

思うんです。だからその辺をうまくマッチングしていただけるといいのかなと思いますの

で、よろしくお願いしたいと思います。 

 最後の産婦人科、婦人科などの新しい診療科については、新たな診療スペースと医師が

揃わないとということは私も同意見ですので、ぜひ、女性としては婦人科、産婦人科が本

当はできれば、少子化に歯どめがかかる１つの案になるのかなと思っていますので、ぜひ、

困難な道のりだとは思いますが、頑張って取り組んでいただきたいというふうに思います。 

 以上で私の質問を終わります。 

 

○議長（佐藤昇市）  ７番、益子明美議員の質問が終わりました。これで一般質問は終

わります。 

 以上で、本定例会に付議された事件は全て終了いたしました。 

 本日の会議を閉じます。これをもちまして、平成３０年第１回南那須地区広域行政事務

組合議会定例会を閉会いたします。大変ご苦労さまでした。 

 

[ 午後１４時２８分閉会 ] 

 


